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の前に、この説明書を必ずお読みください。
据付作業完了後、お使いになる方に必ずこの説明書をお渡しください。
• 室外ユニット側に据付報告書と保証書がセットになって入っています。

なお、以下の項目はお客様向け特記事項です。
•「据付工事説明書」と「保証書」は大切に保管してください。
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安全のために必ず守ること
この「安全のために必ず守ること」をよくお読みのうえ、据え付けてください。
ここに記載した注意事項は、安全に関する重要な内容です。必ずお守りください。

図記号の意味は次のとおりです。

お読みになったあとは、お使いになる方に必ず本書をお渡しください。
お使いになる方は、本書をいつでも見られるところに大切に保管してください。移設・修理の場合、工事
をされる方にお渡しください。また、お使いになる方が代わる場合、新しくお使いになる方にお渡しくだ
さい。

電気配線工事は、法令に基づく資格のある電気工事業者に依頼し、「第一種電気工事士」
の資格を有する者が行う。（第二種電気工事士は電気工事士法で認められた範囲のみ対
応可）
冷凍保安規則に基づき、機器の設置又は変更の工事を完成したときは、設計圧力以上の
圧力で行う気密試験を行う。
ろう付け作業は以下のいずれかを満たす者が行う。
冷凍空気調和機器施工技能士資格を保有する者（1級及び2級に限る）
ガス溶接技能講習を修了した者
その他厚生労働大臣が定めた者

[1] 一般事項

取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負うおそれのあるもの

取扱いを誤った場合、使用者が軽傷を負う、または物的損害が発生するおそ
れのあるもの

（一般禁止） （接触禁止） （水ぬれ禁止） （ぬれ手禁止） （一般指示）

（アース線を
必ず接続せよ）

一般事項

当社指定の冷媒以外は絶対に封入しな
い。

　

禁止

封入すると、使用時・修理時・廃棄時な
どに、破裂・火災・爆発の原因になり
ます。
法令違反の原因になります。
封入冷媒の種類は、機器付属の説明書・
銘板に記載し指定しています。
指定冷媒以外を封入した場合の不具合・
事故に関して当社は一切責任を負いま
せん。

こげ臭い場合や、お手入れ、点検時以
外は、ブレーカーを切らない。

　

禁止

室内ユニットに搭載している冷媒セン
サーが給電されず、冷媒漏れを検知で
きなくなり、火災の原因になります。
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以下の特殊な環境では使用しない。
油・蒸気・有機溶剤・腐食ガス（アン
モニア・硫黄化合物・酸など）の多い
ところ
酸性やアルカリ性の溶液・特殊なスプ
レーを頻繁に使用するところ

　

使用禁止性能低下・腐食により、冷媒漏れ・水漏
れ・けが・感電・故障・発煙・火災の
原因になります。

改造はしない。 　

禁止

改造すると、冷媒漏れ・水漏れ・けが・
感電・火災の原因になります。

運転中および運転停止直後の冷媒配管・
冷媒回路部品に素手で触れない。 　

接触禁止

冷媒は循環過程で低温または高温になる
ため、素手で触れると凍傷・火傷の原
因になります。
保護具を身につけて作業してください。

ユニットを水・液体で洗わない。 　

水ぬれ
禁止

ショート・漏電・感電・故障・発煙・発
火・火災の原因になります。

電気部品に水をかけない。 　

水ぬれ
禁止

水がかかった状態で使用すると、ショー
ト・漏電・感電・故障・発煙・発火・
火災の原因になります。

ぬれた手で電気部品に触れたり、ス
イッチ・ボタンを操作したりしない。

　

ぬれ手
禁止

感電・故障・発煙・発火・火災の原因に
なります。
ぬれた手を拭いてから、作業してくださ
い。

換気をする。 　

換気を
実行

冷媒が漏れると、酸素欠乏の原因になり
ます。
冷媒が火気に触れると、有毒ガス発生・
引火・火災の原因になります。

作業する場合はガス漏れ検知器を携帯
し、ドアと窓を開ける。

　

指示を
実行

冷媒が漏れると、酸素欠乏の原因になり
ます。
冷媒が火気に触れると、有毒ガス発生・
引火・火災の原因になります。

以下の場所ではガス漏れ検知器を作動
し、ドアと窓を開ける。
地下室・狭小空間など、冷媒が滞留し
やすいところ

　

指示を
実行

冷媒が漏れると、酸素欠乏の原因になり
ます。
冷媒が火気に触れると、有毒ガス発生・
引火・火災の原因になります。

ドアと窓がない居室では、機械換気装
置を運転する。

　

指示を
実行

冷媒が漏れると、酸素欠乏の原因になり
ます。
冷媒が火気に触れると、有毒ガス発生・
引火・火災の原因になります。

冷媒が漏れた場合の安全対策を以下に
従って行う。
高圧ガス保安法
日冷工ガイドライン（JRA GL-
16:2023）
室外ユニットのシステム設計・工事マ
ニュアル

　

指示を
実行

冷媒が漏れると、酸素欠乏の原因になり
ます。（ガス漏れ検知器の設置をおすす
めします）
冷媒が火気に触れると、有毒ガス発生・
引火・火災の原因になります。

冷媒が漏れた場合は以下を実施する。
漏れ箇所を発見し、修理する。
修理後、冷媒を充てんし、漏れがない
ことを確認する。
漏れ箇所が発見できないときは修理を
中断し、冷媒を回収する。

　

指示を
実行

冷媒が漏れると、酸素欠乏の原因になり
ます。
冷媒が火気に触れると、有毒ガス発生・
引火・火災の原因になります。

端子箱・制御箱のカバーまたはパネル
を取り付ける。

　

指示を
実行

ほこり・水が入ると、感電・発煙・発
火・火災の原因になります。

据付台が傷んでいないか定期的に点検
する。

　

指示を
実行

ユニットの落下によるけがの原因になり
ます。

ユニットを病院など医療機関に据え付
ける場合は、ノイズ対策を行う。

　

指示を
実行

ノイズが医療機器に悪影響を与え、医療
行為を妨げる原因になります。
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[2] 運搬・据付工事をするときに

[3] 据付工事をするときに

ユニットの廃棄は、専門業者に依頼す
る。

　

指示を
実行

充てんした油や冷媒を取り除いて廃棄し
ないと、環境破壊・火災・爆発の原因
になります。

パネルやガードを外したまま運転しな
い。

　

使用禁止

回転機器に触れると、巻込まれてけがの
原因になります。
高温部に触れると、火傷の原因になりま
す。
高電圧部に触れると、感電の原因になり
ます。

食品・動植物・精密機器・美術品の保
存など特殊用途には使用しない。

　

使用禁止
保存品が品質低下する原因になります。

運転停止後、すぐにユニットの電源を
切らない。

　

禁止

ユニットが故障し、水漏れにより家財が
ぬれる原因になります。
運転停止から5分以上待ってください。

部品端面・ファン・熱交換器のフィン
表面に触れるときは保護具を身に付け
る。

　

指示を
実行

けが・感電・故障の原因になります。

運搬・据付工事をするときに

梱包に使用しているPPバンドを持っ
て運搬しない。

　

運搬禁止
PPバンドによる、けがの原因になりま
す。

20kg以上の製品は、1人で運搬しな
い。

　

禁止
1人作業はけがの原因になります。
2人以上で作業してください。

電源ブレーカーが入っているときは、
ファンが回転していないか確認する。

　

指示を
実行

冷媒センサ―が冷媒漏れを検知すると、
ファンが自動で回転し、けがの原因に
なります。

据付工事をするときに

以下の場所にユニットを設置しない。
可燃性ガスの発生・流入・滞留・漏れ
の可能性がある場所

　

禁止
可燃性ガスがユニットの周囲にたまる
と、火災・爆発の原因になります。

機器に接続する分ダクト内には着火源
となるものは含まない。

　

禁止
冷媒が火気に触れると、有毒ガス発生・
引火・火災の原因になります。

分ダクトの吹出口と室内ユニットは、
異なる部屋に取り付けない。 　

禁止

冷媒センサ―が冷媒漏れを検知できない
原因になります。
冷媒が火気に触れると、有毒ガス発生・
引火・火災の原因になります。

梱包材は廃棄する。 　　

指示を
実行

けがの原因になります。
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袋状の梱包材は破棄する。 　　

指示を
実行

窒息事故の原因になります。

据付工事は、販売店または専門業者が
据付工事説明書に従って行う。 　

指示を
実行

工事に不備があると、冷媒漏れ・水漏
れ・けが・感電・火災の原因になりま
す。
お客様ご自身での工事は、事故の原因に
なります。

システム冷媒量、設置空間、居室空間
の容積や据付位置に応じて、以下の安
全装置を設置する。
ガス漏れ検知器
警報装置
安全遮断弁
機械換気装置

　

指示を
実行冷媒が漏れると、酸素欠乏の原因になり

ます。
冷媒が火気に触れると、有毒ガス発生・
引火・火災の原因になります。

冷媒が漏れた場合の限界濃度対策を行
う。

　

指示を
実行

冷媒が漏れると、酸素欠乏の原因になり
ます。
（ガス漏れ検知器の設置をおすすめしま
す）

販売店または専門業者が当社指定の部
品を取り付ける。

　　

指示を
実行

不備がある場合、水漏れ・感電・火災の
原因になります。

据付工事部品は、必ず同梱部品および
指定の部品を使用する。

　

指示を
実行

当社指定部品を使用しないと、事故の原
因になります。

販売店または専門業者が当社指定の別
売品を取り付ける。

　

指示を
実行

不備があると、水漏れ・けが・感電・火
災の原因になります。

地震に備え、所定の据付工事を行う。 　

指示を
実行

工事に不備があると、ユニットが落下
し、けがの原因になります。

ユニットの質量に耐えられるところに
据え付ける。

　

指示を
実行

強度不足や取付けに不備があると、ユ
ニットが落下し、けがの原因になりま
す。

ぬれて困るものの上に据え付けない。 　

据付禁止

湿度が80％を超えると、露落ちにより
天井・床がぬれる原因になります。
ドレン出口が詰まっていると、露落ちに
より天井・床がぬれる原因になります。

ユニットは水準器などを使用して、水
平に据え付ける。

　

指示を
実行

据え付けたユニットに傾斜があると、ド
レン漏れの原因になります。

ダクトは断熱する。 　

指示を
実行

結露により、天井・床がぬれる原因にな
ります。
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[4] 配管工事をするときに

配管工事をするときに

冷媒回路は、冷媒による冷媒置換をし
ない。 　

禁止

指定外の気体が混入した場合、破裂・爆
発の原因になります。
真空ポンプによる真空引き乾燥を行って
ください。

火気工具を使用する場合は換気をし、
消火器を準備する。

　

指示を
実行

冷媒が漏れると、酸素欠乏の原因になり
ます。
冷媒が火気に触れると、有毒ガス発生・
引火・火災の原因になります。

以下の場所でのろう付け作業時は、換
気する。
地下室・狭小空間など、冷媒が滞留し
やすいところ

　　

換気を
実行

冷媒が漏れると、酸素欠乏の原因になり
ます。
冷媒が火気に触れると、有毒ガス発生・
引火・火災の原因になります。

ろう付けを外す前に、配管の先端を切
断してガスを抜く。

　　

指示を
実行

ガスを除かずに作業をすると、ろうが飛
び散り、火傷の原因になります。

使用冷媒・配管径・配管の材質を確認
し、適合した肉厚の配管を使用する。

　　

指示を
実行

不適合品を使用すると、配管が損傷し、
冷媒漏れ・酸素欠乏の原因になります。

フレアナットは、ユニットに付属の
JIS2種品を使用する。配管の先端は規
程寸法にフレア加工する。

　

指示を
実行

指定外のフレアナットの使用やフレア加
工に不備があると、冷媒漏れ・酸素欠
乏の原因になります。

フレアナットは規定のトルクで締める。 　

指示を
実行

損傷により、冷媒漏れ・酸素欠乏の原因
になります。

冷媒が漏れていないことを確認する。 　

指示を
実行

冷媒が漏れると、酸素欠乏の原因になり
ます。
冷媒が火気に触れると、有毒ガス発生・
引火・火災の原因になります。

配管接続部の断熱は気密試験後に行う。 　

指示を
実行

断熱材をつけた状態で気密試験を行う
と、冷媒漏れを検知できず、酸素欠乏
の原因になります。

再使用する既設冷媒配管に腐食・亀裂・
傷・変形がないことを確認する。

　

指示を
実行

確認せずに再使用すると、配管が損傷
し、冷媒漏れ・酸素欠乏の原因になり
ます。

ドレンホースのソケットに力を加えな
い。

　

禁止
ソケットが破損し、水漏れにより家財が
ぬれる原因になります。

フレアナットは配管内の封入ガス圧力
を下げた後に外す。

　　

指示を
実行

圧力を下げずにフレアナットを緩める
と、フレアナットが飛び、けがの原因
になります。

販売店または専門業者が据付工事説明
書に従ってドレン配管工事を行う。

　

指示を
実行

不備があると、水漏れにより家財がぬれ
る原因になります。

ドレンホースの接続には、日本水道協
会規格品のビニール管用接着剤を使用
する。

　

指示を
実行

不備があると、水漏れにより家財がぬれ
る原因になります。
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[5] 電気工事をするときに

ドレン配管は断熱する。 　

指示を
実行

不備があると、水垂れにより天井・床が
ぬれる原因になります。

配管を断熱する。 　

指示を
実行

結露により、天井・床がぬれる原因にな
ります。

電気工事をするときに

電源用端子台に、単線とより線や、異
なったサイズの配線を併用しない。

　

禁止

併用すると、ねじ緩み・接触不良によ
り、発煙・発火・火災の原因になりま
す。

アース線は、ガス管・水道管・避雷針・
電話のアース線に接続しない。

　

禁止
感電・ノイズによる誤動作・発煙・発
火・火災・爆発の原因になります。

配線に外力や張力が伝わらないように
する。

　

指示を
実行

配線が発熱・断線し、発煙・発火・火災
の原因になります。

端子接続部に配線の外力や張力が伝わ
らないように固定する。

　

指示を
実行

配線接続部の接触不良・発熱・断線によ
り、発煙・発火・火災の原因になりま
す。

電気工事をする前に、主電源を切る。 　

指示を
実行

けが・感電の原因になります。

電気工事は、第一種電気工事士の資格
所持者が以下に従って行う。
電気設備に関する技術基準
内線規程
据付工事説明書

　

指示を
実行施工不備があると、感電・故障・発煙・

発火・火災の原因になります。

電気配線には所定の配線を用い、専用
回路を使用する。

　

指示を
実行

電源回路容量不足や施工不備があると、
感電・故障・発煙・発火・火災の原因
になります。

電源にはインバータ回路用漏電遮断器
を設置する。

　

指示を
実行

漏電遮断器を取り付けないと、感電・発
煙・発火・火災の原因になります。

以下の正しい容量の遮断器を使用する。
漏電遮断器
ヒューズ（開閉器＋B種ヒューズ）
配線用遮断器

　

指示を
実行

大きな容量の遮断器を使用すると、感
電・故障・発煙・発火・火災の原因に
なります。

電源配線には、電流容量などに適合し
た規格品の配線を使用する。

　

指示を
実行

不適合の配線を使用すると、漏電・発
熱・発煙・発火・火災の原因になりま
す。

D種接地（アース）工事は第一種電気
工事士の資格のある電気工事業者が行
う。
アース線をガス管・水道管・避雷針・
電話のアース線に接続しない。

　

アース
接続感電・ノイズにより、誤動作・発煙・発

火・火災・爆発の原因になります。

シールド線を使用する場合、シールド
部の絶縁処理を行う。

　

指示を
実行

ショート・感電・故障の原因になりま
す。
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[6] 移設・修理をするときに

冷媒配管をアース線として流用する場
合は、以下に適合した配管材料を使用
する。
冷媒配管　JIS H 3300「銅及び銅合
金の継目無管」のC 1220のりん脱
酸銅
配管継手　JIS B 8607

　

指示を
実行

アース接続不良により、感電の原因にな
ります。

移設・修理をするときに

改造はしない。 　

禁止

改造すると、冷媒漏れ・水漏れ・けが・
感電・火災の原因になります。
移設・分解・修理は販売店または専門業
者に依頼してください。

点検・修理時は、配管支持部材・断熱
材を確認し劣化したものは補修、交換
する。

　

指示を
実行

冷媒漏れ・水漏れの原因になります。
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1. 使用部品
1-1. 同梱部品

本ユニットには下記部品が同梱されています。据付前に確認してください。
No. 品名 形状 個数 No. 品名 形状 個数

D-1 断熱パイプ（小） 1 D-5 ドレンホース 1

D-2 断熱パイプ（大） 1 D-6 座金（クッション無） 4

D-3 結束バンド（小） 2 D-7 座金（クッション付） 4

D-4 結束バンド（大） 5 D-8 断熱パイプ
（ドレンホース） 1
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1-2. 別売部品
以下の部品は、三菱電機指定の純正部品を使用してください。
形名は変更する場合があります。最新形名は総合カタログを参照してください。

使用数はそれぞれ1 です。

No. 品名

適合機種

PEFY-MP45, 56, 71M形 PEFY-MP80, 90M形 PEFY-MP112, 140, 160M形

-J 形以外 -J 形のみ -J 形以外 -J 形のみ -J 形以外 -J 形のみ

P-1 ロングライフ
フィルター PAC-KE86LAF PAC-KE88LAF PAC-KE89LAF

P-2 高性能フィルター
（捕集率65％ ※1） PAC-KE31PAF PAC-KE33PAF PAC-KE34PAF

P-3 高性能フィルター
（捕集率90％ ※2） PAC-KE41PAF PAC-KE43PAF PAC-KE44PAF

P-4
アレル除菌フィル
ター（ロングライフ
フィルター併用時）

PAC-KE70JAF

P-5

アレル除菌フィル
ター（高性能フィル
ター併用時）

PAC-KE80JAF

取付用部材
（ワイヤー） PAC-KE80KS

P-6 フィルターボックス PAC-
KE71TB

PAC-
KE21TB

PAC-
KE99TB

PAC-
KE22TB

PAC-
KE94TB

PAC-
KE26TB

P-7 ダブルフィルター
ボックス

PAC-
KE55WTB

PAC-
KE81WTB

PAC-
KE59WTB

PAC-
KE82WTB

PAC-
KE57WTB

PAC-
KE83WTB

P-8 ドレンアップメカ 標準装備

P-9 加湿器（外付形） PAC-KF61CH PAC-KF63CH PAC-KF69CH

P-10 外付け
LEVボックス PAC-SL42LE －

P-11 吹出温度下限制御用
温度センサー PAC-SE20TC

P-12 ねじ接合継手 PAC-KU22NFL(MP45, 56), PAC-KU71NFL(MP71～ 160)

※1 JIS B 9908:2011 粒子捕集率（粒径別）0.7 ㎛ :65%、0.4 ㎛ :60%（比色法 65％相当）。
※2 JIS B 9908:2011 粒子捕集率（粒径別）0.7 ㎛ :90%、0.4 ㎛ :85%（比色法 90％相当）。
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1-3. 一般市販部品
部品仕様の詳細は指定のページを参照してください。「一般市販部品の仕様（14ページ）」

1-4. 別売品
以下の部品は、三菱電機指定の純正部品を使用してください。
形名は変更する場合があります。最新形名は総合カタログを参照してください。

1-5. 製品の外形（各部の名称）

No. 品名 使用数 仕様

S-1 室内電源配線、伝送線、リモコン配線 適量 詳細は指定のページを参照してください。「電気配線工事（37ページ）」

S-2 漏電遮断器 1以上 詳細は指定のページを参照してください。「電気配線工事（37ページ）」

S-3 手元開閉器または配線用遮断器 1以上 詳細は指定のページを参照してください。「電気配線工事（37ページ）」

S-4 冷媒配管 適量 詳細は指定のページを参照してください。「冷媒配管・ドレン配管（14
ページ）」

S-5 冷媒配管継手 適量 詳細は指定のページを参照してください。「冷媒配管・ドレン配管（14
ページ）」

S-6 吊りボルト 4本 M10 全ねじ（φ10）

S-7 断熱材 適量 詳細は指定のページを参照してください。「断熱材（16ページ）」

S-8 ドレンホース接続用接着剤 適量 日本水道協会規程品のビニール管用接着剤

No. 品名 形名 使用数

B-1 MAリモコン PAR-26MA2 または PAR-46MA ※1

B-2 M-NET リモコン ※2 PAR-F30ME1 または PAR-F40ME ※1

B-3 ワイヤレスリモコン リモコン本体：PAR-SC2SA，受光アダプター：PAR-FA34M ※1

※1 必要に応じて手配してください。
※2 R32冷媒システムの場合、M-NET リモコンは接続できません。

冷媒配管（液）

冷媒配管（ガス） 吹出口

吸込口

制御箱

ドレン排水口

熱交換器カバー

メンテナンスカバー

ドレン配管接続口
（自然排水口）
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1-6. 製品の運搬と開梱

1-6-1. 製品の運搬
• 室内ユニットは、据付場所まで梱包のままで搬入してください。またユニットに傷をつけないように運搬・
保管してください。
• 室内ユニットに足を掛けないでください。

梱包材は廃棄する。 　　

指示を
実行

けがの原因になります。
袋状の梱包材は破棄する。 　　

指示を
実行

窒息事故の原因になります。

梱包に使用しているPPバンドを持っ
て運搬しない。

　

運搬禁止
PPバンドによる、けがの原因になりま
す。

20kg以上の製品は、1人で運搬しな
い。

　

禁止
1人作業はけがの原因になります。
2人以上で作業してください。
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2. 使用箇所（据付工事の概要）
2-1. 使用部品の取付位置

使用部品の取付位置は、詳細は指定のページを参照してください。「吊りボルトの設置（22ページ）」「ドレ
ン配管工事の手順（32ページ）」「自然排水の場合（33ページ）」「排水性の確認（35ページ）」「断熱施工
（36ページ）」

2-2. 従来工事方法との相違
• R32冷媒を使用する場合の冷媒配管工事については、ビル用マルチエアコンの施工 /サービスマニュアル
（R32冷媒対応）を参照してください。
また、「[1] 冷媒 R32/R410A使用機器使用上のお願い」も確認してください。
• R32冷媒を使用した室外ユニットと接続する場合、室外ユニットに同梱している「R32冷媒 点検記録
表」に必要事項を記入の上、室内の設置空間を確認してください。

2-3. 一般市販部品の仕様
2-3-1. 冷媒配管・ドレン配管

[1] 冷媒 R32/R410A 使用機器使用上のお願い

• 冷媒配管は JIS H 3300「銅及び銅合金の継目無管」のC1220 のリン脱酸銅を、配管継手は JIS 
B8607 に適合したものを使用してください。配管・継手の内面・外面ともに硫黄・酸化物・ごみ・切
粉・油脂・水分が付着していないことを確認してください。
冷凍機油劣化・圧縮機故障の原因になります。

冷媒配管をアース線として流用する場
合は、以下に適合した配管材料を使用
する。
冷媒配管　JIS H 3300「銅及び銅合
金の継目無管」のC 1220のりん脱
酸銅
配管継手　JIS B 8607

　

指示を
実行

アース接続不良により、感電の原因にな
ります。

室内ユニットの銘板に記載されているR32冷媒用のマークです。R32冷媒は低燃焼速度物質
のため、冷媒が漏れて火気や加熱部に触れると有害ガス・火災が発生する原因となります。
●当社指定以外の清掃は実施しない。清掃は取扱説明書をご覧ください。
●空調機の設置・修理などの作業を行う場所では、ガス燃焼器・電気ヒーターなどの火元
 （着火源）となるものは、遠ざけてください。
●室内ユニットに穴をあけたり、燃やさないでください。
●冷媒は匂いがしない場合があります。ガス漏れ検知器を使用して、作業前に冷媒漏えいがな
　いことを確認してください。

サービス時は、操作の前に取扱説明書および据付工事説明書をよくお読みください。

R32の場合

操作の前に取扱説明書をよくお読みください。
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• 既設配管を使用する場合は以下に従ってください。
• フレアナットは製品に付属されているもの (JIS 第 2種 ) に交換してください。また、フレア部は新たに
フレア加工してください。詳細は指定のページを参照してください。「冷媒配管工事（28ページ）」
• 再使用しようとしている配管本体に腐食、亀裂、傷、変形などがないことを点検してください。また、
断熱材、支持部材などが著しく劣化していないか点検してください。劣化がある場合は補修または交換
してください。

• 配管は屋内に保管し、取付けやろう付け・フレア接続する直前まで両端を密封してください。継手はビ
ニール袋に包んで保管してください。
冷媒回路内にほこり・ごみ・水分が混入した場合、熱交換器の損傷による水漏れや、冷凍機油の劣化・圧
縮機故障の原因になります。

• フレア接続部に塗布する冷凍機油は、指定された冷凍機油を使用してください。
鉱油が多量に混入すると冷凍機油劣化などの原因になります。
ねじ部には塗布しないでください。
• 冷媒配管は、下表に示す肉厚のものを使用してください。また管および継手の内外面は美麗であり、使用
上有害な硫黄、酸化物、ごみ、切粉など（コンタミネーション）の付着がないことを確認してください。
• 下表記以外の薄肉配管は、使用しないでください。

• 液冷媒で封入してください。
ガス冷媒で封入するとボンベ内冷媒の組織が変化し、能力不足などの原因になります。
• 当社指定以外の冷媒は使用しないでください。
封入冷媒の種類は室外ユニットに付属の据付工事説明書あるいは銘板に記載されています。
指定以外（R22 など）の冷媒を使用すると、塩素により冷凍機油劣化などの原因になります。
• 逆流防止器付真空ポンプを使用してください。
冷媒回路内に真空ポンプ油が逆流し、機器の冷凍機油劣化などの原因になります。
• 下記に示す工具類のうち、旧冷媒 (R22) に使用していたものは使用しないでください。R32に対応した
工具類を使用してください。(ゲージマニホールド・フレアツール・トルクレンチ・チャージングホース・
ガス漏れ検知器・冷媒チャージ用口金・冷媒回収機 )
R32は冷媒中に塩素を含まないため、旧冷媒用ガス漏れ検知器には反応しません。
旧冷媒・冷凍機油・水分が混入すると、冷凍機油の劣化・圧縮機故障の原因になります。
• 工具類をR32、R410A共用で使用する場合は、窒素ブローを実施し、付着している冷凍機油などを取り
除いてから使用してください。
窒素ブロー方法
窒素圧力を1.0MPaに設定し、10秒間実施してください。工具の反対側の接続口は、ウエスで押さえて
ください。
• 工具類は適切な状態で管理してください。
冷媒回路内にほこり、ごみ、水分などが混入しますと、冷凍機油劣化の原因になります。

（単位 : mm）

項目 PEFY-MP45,56M形 PEFY-MP71～ 160M形

冷媒配管
( フレア接続 )

液管 φ6.35 φ9.52

ガス管 φ12.7 φ15.88

ドレン配管 VP-25

（単位 : mm）

φ6.35 肉厚 0.8 φ9.52 肉厚 0.8

φ12.7 肉厚 0.8 φ15.88 肉厚 1.0
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2-3-2. 断熱材
断熱材は耐熱温度120℃・厚み15mm 以上を選定してください。
• 最上階または高温多湿の条件下で使用する場合は、上記の厚さ以上にしてください。
• 客先指定の仕様がある場合は、それに従ってください。
• 詳細は、室外ユニットのシステム設計・工事マニュアルを参照してください。

2-3-3. 室内電源配線、伝送線、リモコン配線
詳細は指定のページを参照してください。「電気配線工事（37ページ）」
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3. 据付場所の選定
[1] 室内ユニットと室外ユニットの組合せ

室内ユニットと室外ユニットの組合せは、室外ユニット側の据付工事説明書を参照してください。

[2] 複数台設置する場合（グループ制御含む）
据付工事・サービスメンテナンス時に個々の室内・室外ユニットの組合せや、グループ制御時のユニットア
ドレス（ユニット号機）の確認がしやすいように、室内ユニットの製品銘板に組合せ番号・記号が記入でき
ますので利用してください。

[3] R32冷媒を使用した室外ユニットと接続する場合
冷媒漏えい時に居室での燃焼を防止するための措置として、安全対策要否と設置空間／広さの確認が必要で
す。またフロンガス警報器（別売品）を使用する場合のみ、MAスムースリモコン、MAコンパクトリモコ
ンおよびワイヤレスリモコンが利用可能です。
詳細はビル用マルチエアコンの施工／サービスマニュアル (R32冷媒対応）を参照してください。
また、警報装置の近くには管理者の連絡先を表示してください。

3-1. 法規制・条例の遵守事項
法規制、地方条例などを遵守することを配慮して据付場所を選定してください。
• 各自治体で定められている騒音・振動などの設置環境に関する条例

3-2. 公害・環境への配慮事項

公害や環境に対し配慮して据付場所を選定してください。
• 据付けにあたっては、運転音に配慮して、振動が増大しない場所を選んでください。

3-3. 製品の機能性能を発揮するための事項

地震に備え、所定の据付工事を行う。 　

指示を
実行

工事に不備があると、ユニットが落下
し、けがの原因になります。

ユニットの質量に耐えられるところに
据え付ける。

　

指示を
実行

強度不足や取付けに不備があると、ユ
ニットが落下し、けがの原因になりま
す。

以下の場所にユニットを設置しない。
可燃性ガスの発生・流入・滞留・漏れ
の可能性がある場所

　

禁止
可燃性ガスがユニットの周囲にたまる
と、火災・爆発の原因になります。

ユニットの質量に耐えられるところに
据え付ける。

　

指示を
実行

強度不足や取付けに不備があると、ユ
ニットが落下し、けがの原因になりま
す。
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3-3-1. 据付場所の環境と制限
• 吹き出し空気が部屋全体に行き渡るところ。
• 据付け・サービス時の作業スペースが確保できるところ。
• 侵入外気の影響のないところ。
• 吹出し空気、吸込み空気の流れに障害物のないところ。
• 機械油を使用しないところ。
• 食用油を使用しないところ。
• 粉の飛散のないところ。
• 多量の蒸気のないところ。
湿気や蒸気の多いところで使用すると、冷房時に結露しやすくなります。
• 硫黄系ガス・塩素系ガス・酸・アルカリなど機器に影響する物質の発生しないところ。
温泉地、化学薬品工場、下水処理場、動物飼育室、メッキ工場など機器に影響する 物質の発生するところ
で使用すると、熱交換器（アルミフィン、銅パイプ）などに腐食を起こす原因になります。
• 炎の近くや溶接時のスパッターなど火の粉が飛び散らないところ。
• 高周波を発生する機械のないところ。
高周波を発生する機械（高周波ウェルダー、医療機器、通信機器など）があるところで使用すると、通信
異常やマイコン誤動作の原因になります。ノイズ発生源を遮断したうえで施工してください。
• 吹出口側に火災報知器（センサー部）が位置しないようにしてください。
（暖房運転時に吹出し温風により火災報知器が誤作動する原因になります。）
• 化粧品・特殊なスプレーなどを頻繁に使用するところは避けてください。
臭いが熱交換器に付着し、室内ユニットから吹き出すことがあります。
• 海浜地区など特に塩分の多いところは避けてください。
• 車輌・船舶など移動するものへの設置は避けてください。
• お客様が容易に触れられない2.5m 以上の場所などに据え付けてください。
• 天井内が高温多湿雰囲気（露点温度26℃以上）で、長時間運転されますと、室内ユニットに結露する場
合があります。そのような条件で使用する可能性がある場合は、室内ユニットの表面すべてに断熱材（10 
～ 20mm）を追加し、結露しないようにしてください。
• この製品は対人専用の冷暖房装置です。食品・動植物・精密機器・美術品等の保存等の特殊用途には使用
しないでください。
• 食品を調理・加工する場所の上部、近傍に設置しないでください。
• R32冷媒システムの場合、室外ユニットに同梱しているR32冷媒点検記録表に必要事項を記入のうえ、
室内の設置空間を確認してください。
• 冷媒センサーの使用温度範囲は -10～ 40℃です。使用温度範囲を考慮の上、据付場所を選定してくださ
い。
• プロパン、ブタン、メタンなどのガス機器、煙を発生する機器、スプレー類、塗料や薬剤を近くで使用す
ると、冷媒センサーが検知し、異常を表示する場合があります。
• 無換気空間に設置する場合、万が一冷媒が漏洩した場合でも、火災又は爆発を引き起こすことが無いよう
にガス燃焼機器・電気ヒーターなどの火元（着火源）となるものは、遠ざけて設置してください。

ワイヤレスリモコン用受光アダプター（別売品）
• 蛍光灯、白熱灯よりできるだけ離れたところ。
（ワイヤレスリモコンでの正常な操作ができなくなることがあります。）

• ユニットを病院・通信・放送設備がある所に据え付ける場合は、ノイズ対策を行ってください。
ノイズにより映像放送の乱れ・雑音が生じる原因になります。
インバーター機器・自家発電機・高周波医療機器・無線通信機器などの影響によるユニットの故障・誤動
作の原因になります。
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3-3-2. 必要スペース

※ サービスメンテナンスのため、指定位置に点検口を設置してください。

ドレンパン確認用穴 ファン、モーター取出口 

2
5
0

ダ
ク
ト
寸
法
 

3
4
0

ダ
ク
ト
寸
法
 

■ 45～160形

送風機のメンテナンスの妨げになりますので、冷媒配管、ドレン配管、配線その他は下図の        部、および点
検口にかからないように施工してください。

（単位:mm）

A

ダクト寸法C

23 23B(吊りボルトピッチ)

65

ダクト寸法D700

81
4（
-J
形
の
場
合
：
84
2）（
吊
り
ボ
ル
ト
ピ
ッ
チ
） 

吸込 

吹出 

10
0～
20
0

点検口 
450□ 

150～200

制御箱 

サービススペース 

ユニット上面 

■ 45～160形

（単位:mm）
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• 点検口及び天井裏で作業ができるサービススペースを確保してください。
• 機器本体及び熱交換器の清掃・交換以外の作業は点検口及びサービススペースで実施できることを想定し
ていますが、機器の設置状況によっては作業が困難な場合があります。
• 天井内配管・埋設配管の接続部には点検口を設けてください。
点検できない可能性があります。
• サービスメンテナンスのため、指定位置に点検口を設置してください。
• 加湿器（外付形）（別売部品）を取付けの際には、別途、加湿器用の点検口を設けてください。
加湿器の詳細は、加湿器の取付説明書および指定のページを参照してください。「別売部品（11ページ）」

※1 機器本体の振動を考慮したスペースです。
天井を開口せずにドレンパンや熱交換器等の取外しを行う場合は、本体と天井面を500mm 以上あけ
てください。

100以上 

3
8
0

2
0
以
上
 

2
0
以
上
 ※
1
 

天井面 点検口 

3
0
±
1
0

■ 45～160形（- Ｊ形以外）
（単位:mm）

100以上 

3
8
0

2
0
以
上
 

2
0
以
上
 ※
1
 

天井面 点検口 

3
0
±
1
0

■ 45～160形（- Ｊ形のみ）
（単位:mm）

形名 A B C D

45, 56, 71形 680 754 550 600

80, 90 形 965 1039 835 885

112, 140, 160形 1130 1204 1000 1050
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3-4. 保守・点検に関する事項

サービススペースを確保してください。詳細は指定のページを参照してください。「必要スペース（19ペー
ジ）」

3-4-1. 保守のおすすめ
適正な運転調整を行ってください。
工事されたかたは装置を安全にかつ、長持ちさせるため、顧客と保守契約を結び、点検を実施するようお願
いします。

3-4-2. 運転状態の定期的な確認
定期的にユニットの運転状態を確認してください。
• 清掃関連の項目は、取扱説明書に記載されております。
• 修理および廃棄については、お買い上げの販売店へご連絡ください。

改造はしない。 　

禁止

改造すると、冷媒漏れ・水漏れ・けが・
感電・火災の原因になります。
移設・分解・修理は販売店または専門業
者に依頼してください。

据付台が傷んでいないか定期的に点検
する。

　

指示を
実行

ユニットの落下によるけがの原因になり
ます。

点検・修理時は、配管支持部材・断熱
材を確認し劣化したものは補修、交換
する。

　

指示を
実行

冷媒漏れ・水漏れの原因になります。
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4. 据付工事

4-1. 建物の工事進行度と施工内容
据付場所に据え付けられる状態になりましたら、据付工事を行ってください。
別売部品および別売品の取付けは、その部品の取付説明書を確認してください。

4-1-1. 吊りボルトの設置

[1] 基礎の設置
• 吊りボルトを正しい位置に設置できるよう、基礎を設置してください。詳細は指定のページを参照してく
ださい。「必要スペース（19ページ）」

[2] 吊りボルトの設置
• 据付場所は、製品質量に耐えられるだけの強固な構造にしてください。
• 吊りボルト (一般市販部品 ) は耐震など必要に応じ、振止め用耐震支持部材で補強を行ってください。
• 吊りボルト (一般市販部品 )および振止め用耐震支持部材はM10 を使用してください。
• 一般市販部品の詳細は指定のページを参照してください。「一般市販部品（12ページ）」

据付工事は、販売店または専門業者が
据付工事説明書に従って行う。 　

指示を
実行

工事に不備があると、冷媒漏れ・水漏
れ・けが・感電・火災の原因になりま
す。
お客様ご自身での工事は、事故の原因に
なります。

冷媒が漏れた場合の限界濃度対策を行
う。

　

指示を
実行

冷媒が漏れると、酸素欠乏の原因になり
ます。
（ガス漏れ検知器の設置をおすすめしま
す）

据付工事部品は、必ず同梱部品および
指定の部品を使用する。

　

指示を
実行

当社指定部品を使用しないと、事故の原
因になります。

地震に備え、所定の据付工事を行う。 　

指示を
実行

工事に不備があると、ユニットが落下
し、けがの原因になります。
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※1 アッパーを使用して室内ユニットを取付けの際、後付けとなる場合もあります。
※2同梱部品の詳細は指定のページを参照してください。「同梱部品（10ページ）」
※3一般市販部品の詳細は指定のページを参照してください。「一般市販部品（12ページ）」

• 天井の処理
建物の構造により異なりますので、詳しくは建築、内装業者と相談してください。

手 順
1. 客先天井の水平度を正しく保ち、天井板の振動を防ぐため、天井下地（骨組：野縁と野縁受け）の補強を
行う。

2. 天井下地を切断撤去する。
3. 天井下地切断端の補強、および天井板の端固定用の天井下地を追加する。

製品重心位置および製品質量

（クッションは下向きに取付け）

（M10全ねじ）
吊りボルトφ10(一般市販部品)

ナット

ナット

座金(クッション無)(同梱部品)

座金(クッション付)(同梱部品) （単位：mm）

座金(クッション無)※1(同梱部品)

座金(クッション付)(同梱部品)
（クッションは下向きに取付け)

ナット

吊りボルト(一般市販部品)

ナット(ダブル)※1

3
0
以
上

（
ユ
ニ
ット
引
掛
け
後
締
付
け
）

防振ゴム

座金(クッション付)(同梱部品)
（クッションは下向きに取付け)

ナット
吊りボルト(一般市販部品)

座金(クッション無)※1(同梱部品)

防振ゴム※1

ナット(ダブル)※1
3
0
以
上

（
ユ
ニ
ット
引
掛
け
後
締
付
け
）

座金(現地手配品)※1

防振ゴムを使用する場合防振ゴムを使用しない場合
防振ゴムを使用する際は、強度低下の原因になる可能性が
ありますので、下記のような施工を推奨いたします。

Ｗ Ｌ

X Y

H Z

（単位：mm）

重心位置
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M形（- J 形以外）

M形（- J 形のみ）

形名 W L H X Y Z 製品質量 (kg)

45形 814 754 220 410 420 200 32

56形 814 754 220 410 420 200 32

71形 814 754 220 410 420 200 32

80形 814 1039 220 410 550 200 43

90形 814 1039 220 410 550 200 43

112形 814 1204 210 390 680 190 50

140形 814 1204 210 390 680 190 50

160形 814 1204 210 390 680 190 52

形名 W L H X Y Z 製品質量 (kg)

45形 842 754 220 398 420 200 32

56形 842 754 220 398 420 200 32

71形 842 754 220 398 420 200 32

80形 842 1039 220 398 550 200 43

90形 842 1039 220 398 550 200 43

112形 842 1204 210 378 680 190 50

140形 842 1204 210 378 680 190 50

160形 842 1204 210 378 680 190 52
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4-1-2. 基礎への据付け

[1] ユニット本体の吊下げ
• 室内ユニットは、据付場所まで梱包のままで搬入してください。
• 室内ユニットの吊込みは、アッパーなどで本体を持ち上げ、吊りボルトに通してください。
• 室内ユニットの設置は、天井張り工事前に施工してください。

[2] 本体の位置確認および吊りボルトの固定

• 吊りボルトのナットを締め付け、本体と吊りボルトを固定してください。

4-1-3. ダクトの接続
• ダクトの接続には、ユニットとダクトの間にキャンバスダクトを入れてください。
• ダクト部品には不燃性材料を使用してください。
• 吸込ダクトフランジ、吹出ダクトフランジ、吹出ダクトは結露防止のため断熱を行ってください。
• 機器に接続するダクト内に、着火源になるものは含まないようにしてください。

ユニットは水準器などを使用して、水
平に据え付ける。

　

指示を
実行

据え付けたユニットに傾斜があると、ド
レン漏れの原因になります。

ダクト 

点検口 

吹出口 吸入口 
ショートサイクルしないように間隔を取ってください。

天井面 

キャンバスダクト キャンバスダクト 

ダクト 

吊りボルト 吊りボルト 

エア
フィルター 
（現地手配） 
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4-1-4. R32冷媒使用時のダクト施工制約
室内ユニットの据付高さは2.5m以上としてください。
天井高さ（ダクト開口部）は2.2m以上としてください。

天井埋込形機種のダクト施工制約
• 天井裏が２つ以上の部屋で連通状態の場合かつ天井チャンバー吸込みをする場合、室内に検知警報器を設
置してください。

天井裏

室内

室内ユニット
(センサー内蔵)

床面より2.2m以上

床面より2.5m以上

天井裏

室内（居住空間）A 室内（居住空間）B

MAスマート
リモコン

室内ユニット
(センサー内蔵)

MAスマート
リモコン

室内ユニット
(センサー内蔵)

室内A,B毎に天井裏を区切る

天井裏

室内（居住空間）A 室内（居住空間）B

MAスマート
リモコン

室内ユニット
(センサー内蔵)

MAスマート
リモコン

室内ユニット
(センサー内蔵)

室内A,B毎にフロンガス警報器設置

天井裏

室内（居住空間）A 室内（居住空間）B

MAスマート
リモコン

室内ユニット
(センサー内蔵)

MAスマート
リモコン

室内ユニット
(センサー内蔵)

フロンガス
警報機

フロンガス
警報機
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• ダクトにて複数の部屋へ吸込みおよび吹出しする場合は吸込みダクトおよび吹出しダクトが接続されるす
べての室内に検知警報器を設置してください。

4-2. 諸官庁および関連部門への届出・報告事項

• 室外ユニット側に据付報告書と保証書がセットになって入っています。据付けをされる方は全項目を書き
入れ捺印のうえ、下記宛に報告をお願いします。
保証書はお客様に渡してください。
据付報告書と保証書の配布方法は次のとおりです。
据付報告書　………特約店
販売店経由 販売会社経由 三菱電機 ( 製作所 ) 用
保証書 ( Ａ )……貴店の控
　　　 ( Ｂ )……特約店、販売店の控
　　　 ( Ｃ )……販売会社経由 三菱電機 ( 製作所 ) 用
　　　 ( Ｄ )……お客様控

不明点がありましたら、三菱電機の担当営業所へ照会してください。

MAスマート
リモコン

天井裏

室内（居住空間）A 室内（居住空間）B

室内ユニット
(センサー内蔵)

フロンガス
警報機 フロンガス

警報機

MAスマート
リモコン

天井裏

室内（居住空間）A 室内（居住空間）B

室内ユニット
(センサー内蔵)

フロンガス
警報機
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5. 配管工事
冷媒配管・ドレン配管位置

5-1. 冷媒配管工事

（単位：mm）

制御箱 

ドレン排水口 

冷媒配管（ガス） 

冷媒配管（液） 

吸込口 吹出口 

69 187

430

1
4
3

5
8

3
2
6
.5

当社指定の冷媒以外は絶対に封入しな
い。

　

禁止

封入すると、使用時・修理時・廃棄時な
どに、破裂・火災・爆発の原因になり
ます。
法令違反の原因になります。
封入冷媒の種類は、機器付属の説明書・
銘板に記載し指定しています。
指定冷媒以外を封入した場合の不具合・
事故に関して当社は一切責任を負いま
せん。

フレアナットは、ユニットに付属の
JIS2種品を使用する。配管の先端は規
程寸法にフレア加工する。

　

指示を
実行

指定外のフレアナットの使用やフレア加
工に不備があると、冷媒漏れ・酸素欠
乏の原因になります。

フレアナットは規定のトルクで締める。 　

指示を
実行

損傷により、冷媒漏れ・酸素欠乏の原因
になります。

フレアナットは配管内の封入ガス圧力
を下げた後に外す。

　　

指示を
実行

圧力を下げずにフレアナットを緩める
と、フレアナットが飛び、けがの原因
になります。
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[1] 冷媒配管工事の手順

• 既設配管を再利用する場合、下記を守ってください。
過去の記録から、配管の肉厚・配管設置からの年数・配管腐食による漏えいの有無を調べる。
配管本体に腐食、亀裂、傷、変形がないこと、断熱材に劣化がないことを点検する。
過去の漏えい個所・断熱材・配管の支持部材などに損傷があれば、補修または交換する。
点検・修理時は、配管支持部材・断熱材の状態を確認し劣化しているものは補修または交換すること。
• 冷媒配管工事前に、冷媒配管および配管継手、冷凍機油がそれぞれ当社指定品であることを確認してくだ
さい。詳細は指定のページを参照してください。「冷媒配管・ドレン配管（14ページ）」

• フレアナットは、本体に取り付けられているものを使用してください。
（市販品を使うと割れることがあります。）
• 泡剤は、塩素を含まないものを使用してください。
•「[1] 冷媒 R32/R410A使用機器使用上のお願い」(14ページ ) を再度確認してください。

手 順
1. 室内ユニットのフレアナットおよびキャップを取り外す。
2. 液管・ガス管をフレア加工し、フレアシート面に冷凍機油（現地手配）を塗布する。

• 従来のツールを使って冷媒R32用またはR410A 用のフレア加工をする場合は、上記を参考に加工して
ください。出し代調整用の銅管ゲージを使用すれば、A 寸法が確保できます。
• フレア加工部に傷、切粉付着、変形、段差、偏平などがないことを確認してください。

フレアシート面全周に冷凍機油を少量塗布する。
フレアナットのねじ部分に油を塗布しないでください。
フレアナットが緩みやすくなる原因になります。

3. 冷媒配管を素早く接続する。
• フレアナットは、トルクレンチを用い、ダブルスパナで下表の締付トルクで締めます。
• フレアナットを下表の値より大きな締付トルクで締めると、ナットが破損する原因になります。
※ 現地冷媒配管にフレアナットを挿し込みフレア拡管する際に断熱材を引っ張り拡管後、断熱材を元に戻し
てください。
銅配管が露出していないことを確認してください。

パイプ径（mm）

A寸法（mm）

R32用または
R410A 用フレアツール 従来（R22・R407C）のフレアツール使用の場合

リジット
（クラッチ式）

インペリアル
（ウイングナット）式

φ6.35（1/4″） 0 ～ 0.5 1.0 ～ 1.5 1.5 ～ 2.0

φ9.52（3/8″） 0 ～ 0.5 1.0 ～ 1.5 1.5 ～ 2.0

φ12.70（1/2″） 0 ～ 0.5 1.0 ～ 1.5 1.5 ～ 2.5

φ15.88（5/8″） 0 ～ 0.5 1.0 ～ 1.5 1.5 ～ 2.5

A

ダイス 

銅管 

油塗布部分
フレアナット

断熱材 
断熱材 

引っ張る

フレアナット 
フレアナット 

隙間がないこと 
元に戻す 
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※1 フレア加工後にB寸法の確認をしてください。

※フレアナットの緩めおよび締付作業は、ダブルスパナで行ってください。
シングルスパナで作業した場合、配管破損、ガス漏れの可能性があります。

• 既設配管を再利用する場合、下記を守ってください。
• 過去の記録から、配管の肉厚・配管設置からの年数・配管腐食による漏えいの有無を調べる。
• 配管本体に腐食、亀裂、傷、変形がないこと、断熱材に劣化がないことを点検する。
• 過去の漏えい個所・断熱材・配管の支持部材などに損傷があれば、補修または交換する。
• フレア加工部の寸法はB 寸法を満足しているか確認する。
• フレア加工寸法を満たしていない場合は再使用せず、部分的に入れ替えた新しい配管にフレア加工する。
• 点検・修理時は、配管支持部材・断熱材の状態を確認し劣化しているものは補修または交換すること。

[2] ねじ接合継手（別売部品）を使用する場合
ねじ接合継手（別売部品）付属の取付説明書に従って作業してください。
• 配管接続部が居室空間にある場合はねじ接合継手（別売部品）またはフロンガス警報器（別売品）を使用
してください。
従来のフレア加工した接続部は冷媒漏えい箇所になり、室内ユニット内蔵の冷媒センサーで漏えいを検知
できない可能性があります。
• 配管接続部が隙間なく貼られた天井や壁の中に隠れている場合や、フロンガス警報器（別売品）を使用す
る場合は従来のフレア加工した接続部が使用可能です。
• 天井がある場合は難作業となりますので、点検口を設けてください。
• ねじ接合継手（別売部品）は再利用不可です。
• 別売部品の詳細は、指定のページを参照してください。「別売部品（11ページ）」

銅管外径
（mm）

フレア寸法
φB寸法（mm）

φ
B

R0.4～
R0.8

締付トルク
N・m（kgf・cm）

φ6.35 8.7～9.1 14～18（140～180）
φ9.52 12.8～13.2 34～42（340～420）
φ12.70 16.2～16.6 49～61（490～610）
φ15.88 19.3～19.7 68～82（680～820）

ハーフユニオン

オス側

スパナ

本体側に力が加わらないよう
固定を保持すること

スパナ（緩め）/トルクレンチ（締付）

メス側（フレアナット側）の
スパナ/トルクレンチのみ回すこと

フレアナット

メス側
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5-2. 気密試験、真空引き乾燥、冷媒充てん
室外ユニットの据付工事説明書を参照してください。
室内ユニットのみ更新（パーシャルリプレース）する場合、既設システムに封入されていた冷媒量と同量の
冷媒を充てんしてください。

• 液冷媒で封入してください。
ガス冷媒で封入した場合、ボンベ内冷媒の組成が変化し、能力低下の原因になります。
• チャージングシリンダーを使用しないでください。
冷媒の組成が変化し、能力低下の原因になります。

5-3. ドレン配管工事

• ドレン配管の施工時は以下に示す事柄を守ってください。
• ドレン配管は下り勾配（1/100 以上）となるようにしてください。
• ドレン配管の出口は臭気の発生する可能性のない場所に施工してください。
• ドレン配管は臭気硫黄系ガスが発生する下水溝には、入れないでください。
（熱交換器の腐蝕・異臭の原因になります。）
• 天井内が高温多湿雰囲気（露点温度26℃以上）で長時間運転されますと、ドレンホースに結露する場合
がありますので、そのような条件で使用する可能性がある場合は断熱材を貼り付けるなどの処置をしてく
ださい。
• 室内を通るドレン配管は、市販の断熱材（発泡ポリエチレン比重0.03・肉厚10mm 以上）を巻いてくだ
さい。
• 最上階または高温多湿の条件下で使用する場合は、上記の厚さ以上にする必要があります。
• 客先指定の仕様がある場合は、それに従ってください。
• 詳細は、室外ユニットのシステム設計・工事マニュアルを参照してください。
• 施工後、ドレンが排水されていることを、ユニットドレン口可視化部およびドレン配管最終出口部で確認
してください。

5-3-1. ドレン配管施工時留意事項
※1 ドレン配管は下り勾配1/100 以上とる。（排水側を下に。）
※2 ドレンパイプに断熱材（一般市販部品）を巻く。一般市販部品の詳細は指定のページを参照してくださ

い。「一般市販部品（12ページ）」
※3 ドレン配管の横引きは20m 以下（高低差は除く）にする。
（ドレン配管が長い場合、途中に支持金具を設けてドレン配管の波打ちをなくす。）

ドレン配管は断熱する。 　

指示を
実行

不備があると、水垂れにより天井・床が
ぬれる原因になります。

1.5m～2m
支持金具※3

下り勾配1/100以上※1

断熱材※2
（一般市販部品）
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(1) 禁止事項
※1 エアー抜きはつけない。（ドレンが吹き出る場合があります。）
※2 途中に山越えやトラップは作らない。

(2) 集合配管をとる場合
※1 ドレン出口部より約10cm 低い位置に設置する。
※2 VP30 程度の配管を使い、下り勾配を1/100 以上とる。

5-3-2. ドレン配管工事の手順

手 順
1. ドレンホース（同梱部品）を本体ドレン口に取り付け、ドレン口のライン（先端から25mm）まで挿し込
む。
• 折れ・詰まりが起こらないように45°曲げ以下で使用します。
• ドレンホースに無理な引張・圧縮荷重がかからないようにしてください。
• 同梱のドレンホース（同梱部品）を使用し、室内ユニットドレン口と現地配管の距離は下図に従い、工事
を行ってください。
• 現地配管とドレンホースの接合部は日本水道協会規格品の硬質塩化ビニール管用接着剤を使用し、接合お
よび止水してください。また、挿込部が抜けないよう結束バンド（小）（同梱部品）で固定してください。
• 接着剤で接着し、結束バンド（小）（同梱部品）で締め付けます。
2. ドレン配管（塩ビパイプ、VP-25：現地手配品）を取り付ける。
• ドレン配管は硬質塩ビパイプ一般管VP-25（外径φ32）を使用してください。
• 接着剤で接着し、挿込部が抜けないように、結束バンド（小）（同梱部品）で締め付けます。
3. 排水性を確認する。（詳細は指定のページを参照してください。「排水性の確認（35ページ）」）
4. 断熱施工する。（塩ビパイプ、VP-25 およびソケット（エルボ含））
5. 断熱パイプ（ドレンホース）（同梱部品）で、本体ドレン口部を断熱し、結束バンド（大）（同梱部品）で

臭気トラップ※2

山越え※2 エアー抜き※1

できる限り大きくとる（約10cm）※1

VP30以上下り勾配1/100以上※２

販売店または専門業者が据付工事説明
書に従ってドレン配管工事を行う。

　

指示を
実行

不備があると、水漏れにより家財がぬれ
る原因になります。

ドレンホースの接続には、日本水道協
会規格品のビニール管用接着剤を使用
する。

　

指示を
実行

不備があると、水漏れにより家財がぬれ
る原因になります。
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緩みのないように締め付ける。

• 同梱部品の詳細は、指定のページを参照してください。「同梱部品（10ページ）」
• 一般市販部品の詳細は、指定のページを参照してください。「一般市販部品（12ページ）」

[1] ドレンアップする場合

同梱部品の詳細は指定のページを参照してください。「同梱部品（10ページ）」

5-3-3. 自然排水の場合
手 順
1. 本体配管側にある水栓を挿し替える。

• 水栓を挿し替える際は植毛をはがさないようにしてください。

2. 次に示すとおり、ドレンホース（同梱部品）を使用し、現地配管を接続する。
• 同梱部品の詳細は、指定のページを参照してください。「同梱部品（10ページ）」

透明塩ビパイプ 

勾配1/100以上 

 
断熱材  

25

断熱パイプ(ドレンホース)
(同梱部品)
結束バンド(大)(同梱部品)

直線距離で180±5mm以内 
ドレンホース(同梱部品)

結束バンド(小)(同梱部品)

VP25(現地手配品)

結束バンド(小)(同梱部品)ドレンホース(同梱部品)(現地手配品)

(一般市販部品)

ドレン配管 VP-25

(挿入代) 

室内ユニット 

 (可視部)(挿入代) 

接合部を上にして
隙間がないこと 

2535

（単位：ｍｍ）

ドレンホース 
（同梱部品）  

室内ユニット 

下り勾配 
1/100以上 

水平もしくは 
若干の上り勾配 

70
0㎜
以
内
 

70
0㎜
以
内
 

300㎜以内 

ドレンホース 
（同梱部品）

120±5（出来る限り短く）
200mm以下 

下記パターン1, 2どちらでも可
パターン1 パターン2 （出来る限り短く）

300mm以下 

室内ユニット 

※ドレン配管は接着してください。
※ドレン配管は鉛直方向に立ち上げてください。

下り勾配
1/100以上

（単位：ｍｍ）

室内ユニットにドレンホース（同梱部品）
を挿し込みドレン配管をしてください。 

注水口 水栓 

水栓 
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• 自然排水口とドレンホースの接合部はメンテナンス時に外す場合がありますので、接着剤を塗らないでく
ださい。
• ドレンホースの固定は弊社指定（サービス部品）の金属製ホースバンドを使用してください。
【サービス部品コード：R63A50061】
市販のホースバンドを使用されると締付けが強い場合、自然排水口が破損する原因となります。

• 同梱部品の詳細は、指定のページを参照してください。「同梱部品（10ページ）」
3. 本体制御箱内のドレンポンプコネクター（白：3P）を抜く。
抜いたコネクター部には絶縁テープを巻いてください。（後のメンテナンスで間違えて配線しないためで
す。）

• 自然排水仕様変更後にドレンポンプのコネクターを接続すると、誤作動の原因になりますのでコネクター
部に絶縁テープを巻いてください。

室内ユニット 

ドレンホース（同梱部品）

結束バンド（小）（同梱部品） 

直線距離で185±5mm 

金属製ホースバンド 

ドレン配管VP-25
（現地手配品） 

日本水道協会規格品の硬質 
塩化ビニール管用接着剤を 
使用してください。 

接着剤を塗らないでください。 
弊社指定（サービス部品）の 
ホースバンドを使用してください。 
サービス部品コード：R63A50061

Ｒ Ｓ Ａ Ｂ Ｓ １ ２

制御基板

CNP

ドレンポンプコネクター
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5-3-4. 排水性の確認

• ドレン排水が行われること、配管接続部から水漏れのないことを確認してください。

手 順
1. 注水口カバーを外す。
2. ドレンパンに約1.5 ～ 2 ℓを目安に注水する。
• 上記水量を注水しても排水確認ができない場合は逆勾配に吊り下げられている可能性があります。水準器
などを使用して本体が正常（水平）に設置されているか確認してください。
また、必要以上の水を注水するとドレンポンプが水没し故障の原因になります。
• 水中ポンプなどを使用して、注水される場合は、注水量が0.4 ℓ /min 以下になるようバルブなどで調整し
てください。注水量が多いと室内ユニットからの水漏れやドレンポンプの故障の原因になります。

3. ＜電気工事が完了している場合＞　冷房運転を行う。
＜電気工事が完了していない場合＞　応急運転を行う。

4. ドレン口透明可視化部およびドレン配管の最終出口部でドレン排水を確認する。
• ドレン口可視化部を断熱材で覆う前に光を当てるなどして、ドレンが排出されていることを確認してくだ
さい。

5. 冷房運転または応急運転を解除する。
• 応急運転の場合は、コネクター（SWE）を元に戻してください。
• 元電源も忘れずに切ってください。
6. 注水口カバーを取り付ける。

応急運転方法
応急運転は制御箱内の制御基板上のコネクター（SWE）をON側に差し替え後、電源端子台に単相200V
を通電することにより、ドレンポンプとファンが同時に作動します。

作業終了後は元の状態（OFF側）に戻してください。また、右上表のチェック欄にチェックしてください。
元の状態（OFF側）に戻さずに、運転操作をすると異常発報します。

ポンプの先端を 
2～4ｃｍ挿入してください。 

注水口 

注水口カバーを外す 
水 

約2ℓ

SWEコネクター
OFF側チェック

OFF

SWE
出荷時 応急運転時

作業終了後
ON OFF

SWE

ON
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5-4. 断熱施工

• 冷媒配管は、物理的な損傷を避けるように設置・保護してください。
• 市販の冷媒配管を使用の場合は、液管・ガス管ともに市販の断熱材を巻いてください。また、断熱材耐熱
温度・厚さが当社指定値以上であることを確認してください。
詳細は指定のページを参照してください。「断熱材（16ページ）」
（断熱材……耐熱温度120℃以上）

[1] 冷媒配管接続口について
冷媒配管接続完了後、接続口（フレア接続部）を下図に従い断熱パイプで断熱処理をしてください。

手 順
1. ガス管に断熱パイプ（大）（同梱部品）をユニット外面に押し当てて巻く。
2. 液管に断熱パイプ（小）（同梱部品）をユニット外面に押し当てて巻く。
3. 結束バンド（大）（同梱部品）で、各パイプカバーの両端を締め付ける。（端面から20mm 程度）

• 同梱部品の詳細は、指定のページを参照してください。「同梱部品（10ページ）」

配管接続部の断熱は気密試験後に行う。 　

指示を
実行

断熱材をつけた状態で気密試験を行う
と、冷媒漏れを検知できず、酸素欠乏
の原因になります。

配管を断熱する。 　

指示を
実行

結露により、天井・床がぬれる原因にな
ります。

（20）

（20）

（20）

（20）

断熱パイプ（小）（同梱部品） （単位：mm）

冷媒配管液側

冷媒配管ガス側

断熱パイプ（大）
（同梱部品）

ユニット本体と隙間がないこと

ユニット本体
断熱パイプ（大）
（同梱部品）

結束バンド（大）
（同梱部品）

断熱パイプ（小）
（同梱部品）

結束バンド（大）
（同梱部品）

接合部を上にして
隙間がないこと

接合部を上にして
隙間がないこと

ユニット本体

現地冷媒配管

接合部断面

接合部を上にして
隙間がないこと

冷媒配管

結束バンド(大)

冷媒配管の
断熱材

断熱パイプ
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6. 電気工事

6-1. 従来電気工事方法との相違
R32冷媒システム構成についてはビル用マルチエアコンの施工 /サービスマニュアル（R32冷媒対応）を
参照してください。

6-2. 電気配線工事

電気工事をする前に、主電源を切る。 　

指示を
実行

けが・感電の原因になります。

電気工事は、第一種電気工事士の資格
所持者が以下に従って行う。
電気設備に関する技術基準
内線規程
据付工事説明書

　

指示を
実行施工不備があると、感電・故障・発煙・

発火・火災の原因になります。

電気配線には所定の配線を用い、専用
回路を使用する。

　

指示を
実行

電源回路容量不足や施工不備があると、
感電・故障・発煙・発火・火災の原因
になります。

電源用端子台に、単線とより線や、異
なったサイズの配線を併用しない。

　

禁止

併用すると、ねじ緩み・接触不良によ
り、発煙・発火・火災の原因になりま
す。

アース線は、ガス管・水道管・避雷針・
電話のアース線に接続しない。

　

禁止
感電・ノイズによる誤動作・発煙・発
火・火災・爆発の原因になります。

配線に外力や張力が伝わらないように
する。

　

指示を
実行

配線が発熱・断線し、発煙・発火・火災
の原因になります。

端子接続部に配線の外力や張力が伝わ
らないように固定する。

　

指示を
実行

配線接続部の接触不良・発熱・断線によ
り、発煙・発火・火災の原因になりま
す。

D種接地（アース）工事は第一種電気
工事士の資格のある電気工事業者が行
う。
アース線をガス管・水道管・避雷針・
電話のアース線に接続しない。

　

アース
接続感電・ノイズにより、誤動作・発煙・発

火・火災・爆発の原因になります。
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6-2-1. 配線作業時のポイント

(1) 電気工事について
• 電気工事は、「電気設備に関する技術基準」「内線規程」および電力会社の規定に従ってください。
• 電気配線工事は電力会社の認定工事店で行ってください。
• ユニットの外部では、制御回路の電線（リモコン線・伝送線）と電源配線が直接接触しないように施設し
てください。
• 配線の接続は、ねじの緩みのないように行ってください。
• 天井裏内の配線（電源・リモコン・伝送線）はネズミなどにより、かじられ切断することもありますので、
なるべく鉄管などの保護管内に通してください。
• MA リモコン用・伝送線用端子台には200Ｖ電源を接続しないでください。（故障の原因になります）
• 室内ユニットとリモコンおよび室外ユニットを配線接続します。
• D種接地工事を行ってください。
• 伝送線配線の継ぎ足しを行う場合には、シールド線も継ぎ足してください。

(2) 電源配線について
電源配線は、事前に所轄の電力会社に相談のうえ、その指示に合った配線をしてください。
配線にあたっては、「電気設備に関する技術基準」および「内線規程」に従ってください。
遮断弁キットを接続する場合は、遮断弁キットの据付工事説明書を参照してください。
現地判断で必要に応じて、漏電遮断器および手元開閉器の系統分けを実施してください。

電源にはインバータ回路用漏電遮断器
を設置する。

　

指示を
実行

漏電遮断器を取り付けないと、感電・発
煙・発火・火災の原因になります。

以下の正しい容量の遮断器を使用する。
漏電遮断器
ヒューズ（開閉器＋B種ヒューズ）
配線用遮断器

　

指示を
実行

大きな容量の遮断器を使用すると、感
電・故障・発煙・発火・火災の原因に
なります。

電源配線には、電流容量などに適合し
た規格品の配線を使用する。

　

指示を
実行

不適合の配線を使用すると、漏電・発
熱・発煙・発火・火災の原因になりま
す。

アース

室内
ユニット

室内
ユニット

室内
ユニット

室内
ユニット

室内
ユニット

手元開閉器
配線用遮断器漏電遮断器電源

単相または
三相



6. 電気工事

39 WT10730X03

(3) 開閉器、遮断器の選定方法
開閉器、遮断器の定格容量を以下の方法で選定してください。

1)定格電流の選定
下記①②の結果から大きい方の定格電流品を使用してください。
① 開閉器、遮断器の必要定格電流を計算式：（室内ユニットの最大電流の合計）× 1.2 で求めます。
② 閉器、遮断器の必要定格電流を下記計算式と判定方法から求めます。

＜②の計算式＞
（必要開閉器、遮断器容量）＝（各機種の機種固有値 × 設置台数）の合計値

＜機種固有値＞

＜判定方法＞
（必要開閉器、遮断器容量）≦ 15：定格電流15 Ａ品を使用してください。

15 ＜（必要開閉器、遮断器容量）≦ 20：定格電流20 Ａ品を使用してください。
20 ＜（必要開閉器、遮断器容量）≦ 30：定格電流30 Ａ品を使用してください。
30 ＜（必要開閉器、遮断器容量） 　　　：開閉器、遮断器の系統分割（追加）が必要です。

2)定格感度電流の選定
漏電遮断器の定格感度電流を下記計算式と判定方法より求めます。

＜計算式＞
（必要感度電流）＝（各室内ユニットの機種固有値 × 設置台数） の合計値 +（配線固有値 × 配線長 [km])

＜機種固有値＞

機種

最小太さ（mm） 手元開閉器 配線用遮
断器
（A）
※4

漏電遮断器
※1,※2, ※4幹線

（電源線） 接地線 開閉器容量
（A）

過電流保護器
（A）
※3, ※4

全機種
（PFFY-DM形除く）

合計運転
電流

15A未満 φ1.6
（2.0mm2）

φ1.6
（2.0mm2）

開閉器、遮断器の定格容量の詳細は、指定のページを参
照してください。「開閉器、遮断器の選定方法（39ペー
ジ）」

20A未満 φ2.0
（3.0mm2）

φ2.0
（3.0mm2）

30A未満 φ2.6
（5.5mm2）

φ2.6
（5.5mm2）

※1 電源にはインバーター回路用漏電遮断器（三菱電機製NV-C シリーズまたはその同等品）を取り付けてください。
※2 漏電遮断器で地絡保護専用のものは、手元開閉器または配線用遮断器を組み合わせて使用してください。
※3 過電流保護器はB 種ヒューズを使用する場合について示します。
※4 製品の故障、電源配線不良などにより大電流が流れた場合、製品側の遮断器と上位側の遮断器がともに作動することがありま

す。設備の重要度により電源系統を分割するか、遮断器の保護協調をとってください。
※5 手元開閉器又は配線用遮断器 ( ブレーカー ) をOFFにすると室内ユニットに搭載されている冷媒センサーに給電されず冷媒の

漏えいを検知できなくなります。

機種 固有値

PEFY-M 形 2.2

機種 固有値

PEFY-M 形 2.2
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＜配線固有値＞

＜判定方法＞
（必要感度電流）≦30  ：定格感度電流30mA（0.1s 以下）品を使用してください。

30 ＜（必要感度電流）≦100：定格感度電流100mA（0.1s 以下）品を使用してください。
100 ＜（必要感度電流） ：漏電遮断器の系統分割（追加）が必要です。

6-2-2. 配線容量

[1] 制御配線（伝送線）の種類と許容長
制御配線には、「伝送線」と「リモコン線」があります。
制御配線は以下の条件から選んでください。
システム構成により、配線の種類および許容長が異なります。配線工事の前に、室外ユニットの据付工事説
明書を参照してください。
また、伝送線が長い場合やノイズ源がユニットに近傍している場合は、ノイズ障害防止のためにユニット本
体をノイズ源から離してください。

(1) 伝送線

電源配線径 固有値

2.0mm2 (φ1.6) 48

3.0mm2 (φ2.0) 56

5.5mm2 (φ2.6) 66

配線の
種類

対象施設 すべての施設

種類 シールド線　CVVS、CPEVS、MVVS

線数 2心ケーブル

線径 1.25mm2以上またはφ1.2mm以上

室内外伝送線最遠長 最大200m

集中管理用伝送線・
室内外伝送線最遠長
（室外ユニットを経
由した最遠長）

最大1000m（500m）
• 集中管理用伝送線に設置される伝送線用給電ユニットから各室外ユニットおよびシステムコントローラーま
での配線長は最大200m
• システムに最遠長1000m非対応のユニット /リモコンが１台でも含まれる場合は最大500mとなりま
す。各ユニット /リモコンの最遠長1000m対応状況は空調冷熱総合管理システムAE-C/EW-C 技術マ
ニュアルで確認してください。
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(2) リモコン配線

(3) 温度センサー配線

●温度センサー配線を10m 以内で使用する場合は、PAC-SE40TS-W に付属しているケーブルを使用くだ
さい。10m を超える場合は、上記配線表の仕様にしたがって配線をしてください。
　温度センサー設置方法は、温度センサー (PAC-SE40TS-W) の据付工事説明書と指定のページを参照して
ください。「配線の接続（42ページ）」

●シールド線にて延長される場合は、次の据付条件にしたがって配線してください。
①動力線 ( 強電系 ) とは、30cm 以上離してください。
②インバーター機器、自家発電機、高周波医療機器、無線通信機器などの影響を受けないように配線して
ください。
③シールド線は、室内ユニットのアース端子へ接続してください。

MAリモコン※1 M-NETリモコン※2

配線の種類

種類 VCTF、VCTFK、CVV、VVR、VVF、VCT シールド線　MVVS

線数 2心ケーブル 2心ケーブル

線径 0.3 ～ 1.25mm2　※3,※4 0.3 ～ 1.25mm2 ※3

(0.75～ 1.25mm2) ※5

総延長 最大200m※7,※8 10m を超える部分は、
室内外伝送線最遠長の内数としてください

※1 MA リモコンとはMA スムースリモコン、MA スマートリモコン、MA コンパクトリモコン、ワイヤレスリモコンを示しま
す。

※2 M-NET リモコンとは、ME リモコンおよびM-NET コンパクトリモコンを示します。
※3 作業上、0.75mm2 までの線径を推奨します。
※4 MA スマートリモコン、MA コンパクトリモコンを接続する場合は、シース付0.3mm2 ケーブルで配線してください。
※5 コンパクトリモコンの端子台へ接続する場合は、(　) 内の線径としてください。
※6 リモコンケーブルが10m を超える場合、10m を超える所から延長用として、次の仕様を満たす電線を使用してください。

CVVS:1.25mm2（標準 AWG16）または同等品
CPEVS:φ1.2mm（ 標準 AWG16）または同等品

※7 MA スマートリモコンを含むMA リモコンペア接続時は、100m以内としてください。
※8 MA コンパクトリモコン（PAC-SF01CR シリーズ）の場合、他のMA リモコン含めペア接続できません。また、総延長は

70 m（１リモコンのみ）となります。
※9 Fit マルチ (PUMY-FMP80,112,140形 ), ズバ暖 S(PUSY-P80,112 形 ) と接続し、リモコン線長が10m 以上で使用す

る場合は、シールド線（MVVS：0.3mm2 2 心ケーブル）を使用してください。
※10 R32冷媒システムの場合、MAスマートリモコン (PAR-46MA以降 ) と室内ユニットは1対 1で接続してください。

グルーピングについては、ビル用マルチエアコンの施工／サービスマニュアル（R32冷媒対応）を参照してください。
※11 R32冷媒システムの場合、M-NET リモコンは接続できません。

詳細はビル用マルチエアコンの施工 /サービスマニュアル (R32冷媒対応 ) を参照してください。

配線の種類

種類 シールド線　(CVVS、CPEVS、MVVS)

線数 2心ケーブル

線径 1.25mm2以上

総延長 最大200m
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6-2-3. 配線の接続

手 順
1. 操作説明書の機種名と定格銘板の機種名が一致しているか確認する。
定格銘板は、制御箱カバーに貼り付けています。

2. ドライバーで、制御箱カバーを固定しているねじ（2個）を取り外し、制御箱カバーを外す。

3. 電源配線、伝送配線およびリモコン配線を行う。

電源配線、伝送配線およびリモコン配線は、下図の様にクランプで固定してください。
また、伝送配線およびリモコン配線は外れ防止のために、Ⓐ部で一重巻きしてください。
端子台に配線を接続する際、端子台のねじを外すと、端子台の銅板が外れてしまう可能性があるので、銅
板が外れないようにしてください。

シールド線を使用する場合、シールド
部の絶縁処理を行う。

　

指示を
実行

ショート・感電・故障の原因になりま
す。

ねじ止め 

制御箱カバー 

ＭＡリモコン用

Ｒ Ｓ Ａ Ｂ Ｓ １ ２

シールド線を使用する場合
に接続してください。室内
外伝送線およびM-NETリモ
コンのシールド線を接続し
ないでください。

室外ユニット側で
シールドアース 　を
取ってください。

※MAリモコンと 
 M-NETリモコンの併用、 
 混在使用はできません。 

TB2 ＴＢ５（ＴＢ１５）

ＴＢ５（ＴＢ１５）
ＭＡリモコン使用時
ＤＣ１０～１３Ｖ
無極性

ＴＢ５
室内外伝送線および
Ｍ-ＮＥＴリモコン使用時
ＤＣ２４～３０Ｖ
無極性

単相２００Ｖ電源へ

U字溝部

U字溝部に接続してください。
※ねじを緩めた状態でねじ頭を押すと、
　U字溝部が開きます。伝送・リモコン配線 電源配線 

 クランプ 

１ ２
ＳＢ

TＢ5 (TＢ15)ＡＡ 
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4. 緩み誤りのないことを再度確認する。
5. 制御箱カバーを、取外しとは逆の手順で取り付ける。

• 制御箱カバーを取り付ける際配線をはさみ込まないでください。
断線の原因となります。
• 配線作業時にドライバーなどで端子以外の基板部品に接触しないようにしてください。
基板故障の原因となります。

◎別売温度センサー（PAC-SE40TS-W）を使用する場合
＜温度センサーを付属ケーブルのみで設置する場合＞

端子部 ねじサイズ ねじ締付トルク

電源端子台（TB2） M4.5 1.3 ～ 1.5N・m

室内外伝送線およびM-NETリモコン、MAリモコン用端子台（TB5(TB15)） M3.5 0.8 ～ 1.0N・m

※1 MA リモコンとM-NET リモコンの併用・混在使用はできません。
※2 シールド線を使用する場合に接続してください。室内外伝送線およびM-NET リモコンのシールド線を接続しないでください。
※3 端子台に配線を接続する際、端子台のねじを外すと、端子台の銅板が外れてしまう可能性があるので、銅板が外れないように

してください。

CN20（赤）に接続してください。

ワイヤーサドルで
配線を固定する

Ｒ Ｓ Ａ Ｓ １ ２Ｂ

シールド線を使用する場合
に接続してください。室内
外伝送線およびM-NETリモ
コンのシールド線を接続し
ないでください。

室外ユニット側で
シールドアース 　を
取ってください。

TB2
ＴＢ５（ＴＢ１５）

ＴＢ５
室内外伝送線および
Ｍ-ＮＥＴリモコン使用時
ＤＣ２４～３０Ｖ
無極性

ＴＢ５（ＴＢ１５）
ＭＡリモコン使用時
ＤＣ１０～１３Ｖ
無極性

温度センサー（PAC-SE40TS-W）
付属ケーブル単相２００Ｖ電源へ

アース線
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＜温度センサーをシールド線で延長する場合＞

CN20（赤）に接続してください。

ワイヤーサドルで
配線を固定する

Ｒ Ｓ Ａ Ｓ １ ２Ｂ

シールドをMAリモコン用
アース端子へ接続してください。

室外ユニット側で
シールドアース 　を
取ってください。

TB2

ＴＢ５（ＴＢ１５）

ＴＢ５
室内外伝送線および
Ｍ-ＮＥＴリモコン使用時
ＤＣ２４～３０Ｖ
無極性

ＴＢ５（ＴＢ１５）
ＭＡリモコン使用時
ＤＣ１０～１３Ｖ
無極性

シールド線で延長した
温度センサー（PAC-SE40TS-W）配線単相２００Ｖ電源へ

アース線

温度センサー（PAC-SE40TS-W）
付属ケーブル

閉端接続子などで
中継してください。
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6-2-4. リモコン・室内外伝送線の接続

[1] 伝送線の接続
室外ユニット（OC）の室内外伝送線用端子盤（TB3）のA,B 端子と（蓄熱槽ユニット（TU）の室内外伝送
線用端子盤（TB5）のA,B 端子 /定速ユニット（OS）の室内外伝送線用端子盤（TB3）の A,B 端子 /分流
コントローラー（BC）の室内外伝送線用端子盤（TB1）のA,B 端子 /遮断弁キット（SV）の室内外伝送線
用端子盤（TB2）の A,B 端子 /フロンガス警報器用インターフェース（FGIF）の室内外伝送線用端子盤
（TB2）の A,B 端子）、および各室内ユニット（IC）の室内外伝送線用端子盤（TB5）のA,B 端子を渡り配
線します。（無極性2線）
• 遮断弁キット（別売品）とフロンガス警報器用インターフェース（別売品）の電気配線の接続は、それ
ぞれの据付工事説明書を参照してください。
• 伝送線が長い場合やノイズ源がユニットに接近している場合は、シールド線の使用を推奨します。

シールド線の処理
①M-NET シールド線のアースは、OC のアースねじと、TU の端子台 (TB5)/OS の端子台 (TB3)/BC の端
子台 (TB1) の S 端子、および IC の端子台 (TB5) の S 端子とを渡り配線します。
• R32冷媒システムの場合、M-NET リモコンは接続不可です。
②MA リモコンのシールド線のアース Fit マルチ (PUMY-FMP80,112,140 形 ), ズバ暖S(PUSY-
P80,112形 ) と接続し、リモコン線長が10m以上で使用する場合）は、IC のMA リモコン用S端子に
接続します。IC をグループ運転する場合は、IC 間を渡り配線のシールド線と閉端接続子で繋ぎ、MA リモ
コン用S端子への接続は、グループ内のいずれか1所の IC にのみしてください。

グループ

閉端接続子で
シールド線接続

その他は接続しないいずれか1か所のICにのみ接続する
グループなし

1 2

A B
1 2
MA

IC MAリモコン用S端子

MAリモコン用S
1 2

A B
1 2
MA

IC
MAリモコン用S

1 2

IC
MAリモコン用S

1 2

IC
MAリモコン用S
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[2] MA リモコン配線の接続
IC の MA リモコン線用端子台 (TB15) の 1,2 端子をそれぞれMA リモコン (MA) の端子台に接続します。
（無極性2線）

(1) ペアリモコン接続の場合
ペアリモコンとする場合は、IC の端子台 (TB15) の 1,2 端子と2 つのMA リモコンの端子台をそれぞれ接
続します。
• 一方のMA リモコンの主従設定を従リモコンにしてください。（設定方法は、MA リモコンの据付説明書
を参照してください。）
• リモコン同士での渡り配線はしないでください。リモコンの端子台には配線1本しか接続できません。
• R32冷媒システムの場合、MAリモコンと室内ユニットは1対1で接続してください。
グルーピングについては、ビル用マルチエアコンの施工／サービスマニュアル（Ｒ32冷媒対応）を参照
してください。

(2) 室内グループ運転の場合
IC をグループ運転をする場合は、両方の IC の端子台 (TB15) の 1,2 端子同士を接続します。（無極性2線）
• 機能が異なる室内ユニットを同一グループ運転する場合は、親機室内ユニットのみアドレス設定が必要
になります。同一グループ内の一番機能が多い室内ユニットのアドレスを01 ～ 50 の若い番号に設定
してください。
• ロスナイを連動させる場合は、リモコンで連動設定を行ってください。（設定方法は、MA リモコンの据
付説明書を参照してください。）

許容長
MAリモコン配線
総延長（0.3 ～ 1.25mm2）
m1　　≦200m
m2＋m3　　≦ 200m
m4＋m5　　≦ 200m

禁止事項
• 同一グループの室内ユニットにM-NET リモコンとMAリモコンとの併用接続はできません。
• 同一グループの室内ユニットに3台以上のMAリモコンは接続できません。

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

00

A 
1
B 
2

MA

A 
1
B 
2

RC

IC

TB5
A B S 1 2

TB15

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

0000

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

00

A 
1
B 
2

MA

A 
1
B 
2

MA

A 
1
B 
2

MA

グループ グループ グループ 

A 
1
B 
2

MA

m
2

m3

m
5

m
1

m
4
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[3] M-NET リモコン配線の接続
室内ユニット (IC) の室内外伝送線用端子台 (TB5) の A,B 端子をそれぞれM-NET リモコン (RC) の端子台に
接続します。（無極性2線）

(1) ペアリモコン接続の場合
ペアリモコンとする場合は、IC の端子台 (TB5) の A,B 端子と2つのRC の端子台をそれぞれ接続します。

(2) 室内グループ運転の場合
IC をグループ運転をする場合は、同一グループとする IC の親機 IC 端子台 (TB5) の A,B 端子と RCの端子
台を接続します。（無極性2線）
• 機能が異なる室内ユニットを同一グループ運転する場合は、同一グループ内の一番機能が多い室内ユ
ニットを親機としてください。

許容長
M-NET リモコン配線
総延長（0.3 ～ 0.75mm2）
m1　　≦10m
m2＋m3　　≦ 10m
ただし、10mを超える場合は、配線径を1.25mm2とし、室内外伝送線の内数としてください。

禁止事項
• 同一グループの室内ユニットにM-NET リモコンとMAリモコンとの併用接続はできません。
• 同一グループの室内ユニットに3台以上のM-NET リモコンは接続できません。

[4] 外付け LEV ボックスPAC-SL42LE（別売部品）を併用する場合
（～MP71形まで）
室内ユニットの電源を入れる前に、外付け LEV ボックス（別売部品）の取付作業を完了させてください。
別売部品の詳細は指定のページを参照してください。「別売部品（11ページ）」

• 万一、この作業手順を間違えた場合は、正常な運転ができなくなりますので最寄りの三菱電機システム
サービス、または三菱電機ビルソリューションズに相談してください。

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

02

A1 B2 

MA

A1 B2 

RC

IC

TB5
A B S 1 2

TB15

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

0403

IC

TB5
A B S

TB15
1 2

05

RCRCRC

グループ グループグループ

RC
102

A1 B2 A1 B2 
153

A1 B2 
103

A1 B2 
104

m
3

m
1

m
2

A1BA1B
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6-3. スイッチ設定の種類と方法
6-3-1. アドレス設定

元電源を切った状態で操作してください。

手 順
1. アドレス (SW12,11) を設定する。
アドレスは下記例のように10 の位 (SW12) と 1 の位 (SW11) の組合せになります。
（例）アドレス“03”は、10 の位（SW12）：“0”　1 の位（SW11）：“3”

アドレス“25”は、10 の位（SW12）：“2”　1 の位（SW11）：“5”
• システム構成により、アドレス設定の要否およびアドレス設定範囲が異なります。
• 工事前に、室外ユニット据付工事説明書を参照してください。
2. シティマルチ (W)R2 システムの場合、分岐口番号 (SW14) を設定する。
• 分岐口番号は、室内ユニットが接続されている分流コントローラーの分岐口の番号です。
（0～ Fの 16進表示）
（例）分岐口番号“3”は、SW14：“3”　　分岐口番号“10”は、SW14：“A”
• 各スイッチの出荷時設定は“0”です。
3. アドレス設定後、製品銘板のアドレス記入欄に油性マジックなどでアドレスを記入する。
4. リモコンにフィルターサインを表示させない場合（お客様と相談してください）は、室内ユニット制御基
板上のSW1-2 を OFF に切り替える。

6-3-2. 機外静圧切替について
制御基板上のスイッチ (SW21-1、21-2、21-5) またはリモコンによる機能選択で設定してください。

• 静圧設定をリモコンで設定した場合、最新操作を優先するため、制御基板上のスイッチ設定と実際の静圧
設定は異なる場合があります。最新の静圧設定を確認する場合は、リモコンから確認してください。
• ダクト静圧がユニットの静圧設定よりも小さいときや電源電圧が低いときに、ファン発停を繰り返し、静
圧設定が自動的に下がることがあります。電源電圧や静圧確認を行っていただき、静圧設定はダクト静圧
に合わせてください。また、静圧設定が下がった場合、システム電源をリセットまたは静圧設定を変更※1

することで静圧設定はリセットされますが、静圧設定とダクト静圧が合っていないと再び同じ現象になり
ます。
※1　静圧設定の変更により静圧設定をリセットする場合で、設定された静圧と同じ静圧に設定するとき

は、一度別の静圧設定に変更後、目的の静圧に設定しないと静圧設定はリセットされません。
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[1] 制御基板上のスイッチにより設定する場合
下表に従い制御基板のスイッチSW21-1、21-2、21-5 を設定してください。

[2] リモコンによる機能選択で設定する場合
（対象リモコン：PAR-32MA以降、PAR-F30ME以降）
設定の手順、操作方法はリモコンに同梱の取扱説明書および下記手順に従ってください。

手 順
1. 機能設定No.32( スイッチ設定 / 機能選択切替 ) の機能設定値を｢ 2 ｣に設定する。
2. 機外静圧にあわせて、機能設定No.8 の機能設定値を設定する。
※ スイッチで設定変更を行った後に、機能設定No.32 の設定値を2 に変更した場合は、スイッチで設定し
た状態が引き継がれます。

※ リモコンで設定変更を行った後に、機能設定No.32 の設定値を1 に変更した場合は、スイッチ設定状態
を参照します。

• 機能選択により室内ユニットの機能を変更した場合は、すべての設定内容を表のチェック欄に記入してく
ださい。

6-3-3. 冷房専用タイプとして使用する場合
冷房専用タイプとして使用される場合、室内ユニット制御基板上のディップスイッチSW3-1 を ONに設定
してください。

6-3-4. 室内ユニット内蔵センサー以外での室温検知

[1] 制御基板のスイッチで設定する場合

(1) 別売部品の温度センサーを使用する場合
室内ユニット制御基板上のディップスイッチSW3-8 を ON に設定してください。

設定静圧
アドレス基板上の設定

スイッチ図（SW21） チェック欄
SW21-1 SW21-2 SW21-5

50Pa OFF OFF OFF

100Pa ON OFF OFF

150Pa OFF ON OFF

200Pa OFF OFF ON

ON

1 2 3 4 5 6 7 8

ON

1 2 3 4 5 6 7 8

ON

1 2 3 4 5 6 7 8

ON

1 2 3 4 5 6 7 8

ON

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

スイッチの見方例：左記スイッチは１～5がON、6～10がOFFを示します。

スイッチ設定 /
機能選択切替

機能設定No.
チェック欄 機外静圧設定

機能設定No.
チェック欄

No.32 No.8 No.10

スイッチ設定 1 50Pa 2 1

機能選択 2 100Pa 3 1

150Pa 1 1

200Pa 2 2
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(2) リモコン内蔵センサーを使用する場合
室内ユニット制御基板上またはアドレス基板上のディップスイッチSW1-1 を ONに設定してください。
その場合、SW3-8 による温度補正は無効になります。

• センサーが内蔵されていないリモコンを使用する場合は、本体内蔵センサーで室温検知する設定にしてく
ださい。（ディップスイッチSW1-1 を OFF 設定）
天井設置の室内ユニットは、暖房時に室内天井面と床面の温度差が大きくなることが想定されるため、
SW3-8 の設定により、吸込み温度を4℃低く読み替える出荷時設定になっています。
室内ユニット内蔵センサーを使用時（SW1-1 が OFF）、暖房時に室内天井面と床面の温度差がないと想定
される場合は、SW3-8 を ON( 暖房 4℃アップ無効 ) に設定してください。

[2] リモコンによる機能選択で設定する場合
（対象リモコン：PAR-32MA 以降、PAR-F30ME 以降）
設定の手順、操作方法はリモコンに同梱の取扱説明書および下記手順に従ってください。

(1) 別売部品の温度センサーを使用する場合

手 順
1. 機能設定No.32（スイッチ設定 / 機能選択切替）の機能設定値を「2」に設定する。
2. 用途にあわせて、機能設定No.24 の機能選択値を設定する。

(2) リモコン内蔵センサーを使用する場合

手 順
1. 機能設定No.32（スイッチ設定 / 機能選択切替）の機能設定値を「2」に設定する。
2. 用途にあわせて、機能設定No.2 の機能選択値を設定する。

※ スイッチで設定変更を行った後に、機能設定No.32 の設定値を2 に変更した場合は、スイッチで設定した
状態が引き継がれます。

※ リモコンで設定変更を行った後に、機能設定No.32 の設定値を1 に変更した場合は、スイッチ設定状態を
参照します。

6-3-5. サーモOFF 時の風量を変更したい場合

[1] 制御基板のスイッチで設定する場合
室内ユニット制御基板上またはアドレス基板上のディップスイッチSW1-7 および1-8 の設定により、暖房
サーモOFF 時の風量を調整することが可能です。
また、SW3-1、SW1-7、SW1-8 の組合わせにより、冷房サーモOFF 時ファン停止の設定が可能です。

センサー位置切替え 暖房時4℃アップ

SW1-1 機能 SW3-8 機能

ON リモコン内蔵 ON 無効

OFF 室内ユニット内蔵 OFF 有効

センサー位置切替え

機能設定No.2 機能 チェック欄

1 室内ユニット内蔵センサー

3 リモコン内蔵センサー

暖房時4℃アップ

機能設定No.24 機能 チェック欄

1 有効

2 無効
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• 風量を停止して使用する場合は、室内ユニット本体内部の暖気だまりによるサーモ誤作動防止のため、別
売部品の温度センサーまたはリモコン内蔵センサーを使用してください。

[2] リモコンによる機能選択で設定する場合
（対象リモコン：PAR-32MA 以降、PAR-F30ME 以降）
設定の手順、操作方法はリモコンに同梱の取扱説明書および下記手順に従ってください。

手 順
1. 機能設定No.32（スイッチ設定 / 機能選択切替）の機能設定値を「2」に設定する。
2. 用途にあわせて、機能設定No.74 およびNo.75 の機能選択値を設定する。

他設定で、リモコンによる機能選択で設定を行った場合（機能設定No.32 の設定値を2 に変更した場合）、
リモコンからの設定が優先されますので、下記にしたがい設定変更を行ってください。
※ スイッチで設定変更を行った後に、機能設定No.32 の設定値を2 に変更した場合は、スイッチで設定した
状態が引き継がれます。

※ リモコンで設定変更を行った後に、機能設定No.32 の設定値を1 に変更した場合は、スイッチ設定状態を
参照します。

スイッチ設定値 サーモOFF風量

SW1-7 SW1-8 暖房 冷房

OFF OFF 弱風 ※3 リモコン設定風量

ON 弱風 ※3

OFF ON リモコン設定風量 リモコン設定風量 ※1

ON 停止 リモコン設定風量 ※2

※1 SW3-1=ON の場合、ファン停止となります。
※2 SW3-1=ON の場合、冷房・暖房兼用およびファン停止となります。
※3 風量が単ノッチの機種の場合、風量は変更されません。

機能設定No.74 暖房サーモOFF 風量

設定値 暖房サーモOFF 風量 チェック欄

1 停止

2 弱 ※1

3 弱 ※1

4 リモコン設定風量

機能設定No.75 冷房サーモOFF 風量

設定値 冷房サーモOFF 風量 チェック欄

1 停止

2 弱 ※1

3 弱 ※1

4 リモコン設定風量

※1 風量が単ノッチの機種の場合、風量は変更されません。
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6-3-6. 遠方表示項目を切り替えたい場合
M制御遠方表示キット (別売部品：PAC-YU80HK) を使用する場合、室内ユニット制御基板またはアドレ
ス基板上のディップスイッチ（SW1-5）の設定により、表示項目を切り替えることが可能です。( 工場出荷
時はOFF 設定です。)

6-3-7. ダクト接続での外気取入れを行う場合
ロスナイと室内ユニットをダクト接続して外気取入れを行う場合、室内ユニット制御基板またはアドレス基
板上のディップスイッチ（SW1-4）をON に設定してください。
換気ユニットの運転に連動して、室内ユニットの送風機が運転を行います。

6-3-8. R32冷媒システムの安全装置として換気装置を利用する場合
※ 換気装置の選定、配線方法の詳細は、ビル用マルチエアコンの施工／サービスマニュアル（R32冷媒対
応）を参照してください。

(1) 配線の接続
外部出力端子CN52に「遠方表示用アダプター PAC-SA88HA」を接続し、換気装置まで配線してくださ
い。

(2) 機能設定
換気装置を利用する場合は、機能設定No.168を「5」に設定してください。

(注 )「5」に設定した場合、SW1-5で設定したサーモON信号と送風機出力信号はCN52から出力されません。

6-3-9. 安全対策が不要な場合（大空間設定）
• 必要な安全対策の要否はビル用マルチエアコンの施工／サービスマニュアル（R32冷媒対応）を参照して
ください。
• R32冷媒を使用した室外ユニットと接続し、安全対策が不要の場合（大空間設定）、室内ユニット制御基
板上のジャンパーコネクターCNSBを取り外してください。冷媒センサーの交換表示などを無効化しま
す。

※ 居室の間仕切り（レイアウト）変更を行った場合は、安全対策が必要になる可能性があるため、ジャン
パーコネクターCNSBは保管してください。

SW1- 5 表示項目

ON サーモON信号

OFF 送風機出力信号

機能設定No.168 遠方表示切替2 出荷時設定

1 無効 〇

5 冷媒漏えい出力
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6-3-10. 電源発停・復電時の設定（R410Aのみ）
室内ユニットに供給する元電源の入・切により運転・停止を行う場合や、停電復帰後、前回の状態に復帰さ
せたい場合は、制御基板またはリモコンで設定できます。

[1] 制御基板のスイッチで設定する場合
室内ユニット制御基板またはアドレス基板上のディップスイッチSW1-9、SW1-10により、下表のとおり
機能を選択できます。( 工場出荷時はともにOFF設定です。)

[2] リモコンによる機能選択で設定する場合
（対象リモコン：PAR-32MA 以降、PAR-F30ME 以降）
設定の手順、操作方法はリモコンに同梱の説明書および下記手順に従ってください。

手 順
1. 機能設定No.32（スイッチ設定 / 機能選択切替）の機能設定値を「2」に設定する。
2. 用途にあわせて、機能設定No.1 の機能選択値を設定する。

他設定で、リモコンによる機能選択で設定を行った場合（機能設定No.32 の設定値を2 に変更した場合）、
リモコンからの設定が優先されますので、下記にしたがい設定変更を行ってください。
※ スイッチで設定変更を行った後に、機能設定No.32 の設定値を2 に変更した場合は、スイッチで設定した
状態が引き継がれます。

※ リモコンで設定変更を行った後に、機能設定No.32 の設定値を1 に変更した場合は、スイッチ設定状態を
参照します。

電源発停・復電時の室内ユニット動作

機能
設定

室内ユニットの復電時の動作
SW1-9 SW1-10

復電自動復帰
OFF OFF 電源を切るまたは停電する前の状態にかかわらず停止のまま

ON OFF 電源を切るまたは停電する前に運転していた場合に運転開始（約5 分後）

電源発停 OFF ON 電源を切るまたは停電する前の状態にかかわらず運転開始（約5分後）※2, ※3

※1 室外ユニットの電源は遮断しないでください。室外ユニットの電源が遮断されると、復電後に運転させた場合、圧縮機の故障
の原因になります。

※2 ドレンポンプかつ加湿器搭載機種での使用はできません。
※3 ドレンポンプ搭載機種は、同一冷媒系統一括の電源発停のみ対応しています。
※4 グルーピングされているすべての室内ユニットに同一のディップスイッチ設定が必要です。

電源発停・復電時の室内ユニット動作

機能設定No.1 室内ユニット復電時の動作 チェック欄

1 電源を切るまたは停電する前の状態にかかわらず停止のまま

2 電源を切るまたは停電する前に運転していた場合に運転開始（約5 分後）

3 電源を切るまたは停電する前の状態にかかわらず運転開始（約5 分後）※2, ※3

※1 室外ユニットの電源は遮断しないでください。室外ユニットの電源が遮断されると、復電後に運転させた場合、圧縮機の故障
の原因になります。

※2 ドレンポンプかつ加湿器搭載機種での使用はできません。
※3 ドレンポンプ搭載機種は、同一冷媒系統一括の電源発停のみ対応しています。
※4 グルーピングされているすべての室内ユニットに同一の機能設定が必要です。
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7. 据付工事後の確認
据付工事が完了しましたら、下表に従ってもう一度点検してください。
不具合がありましたら必ず直してください。（機能が発揮できないばかりか、安全性が確保できません。）

7-1. 据付工事のチェックリスト

分類 内容 チェック欄 不備の場合に
懸念される不具合

室内外
ユニット
据付

室外ユニットに同梱の「R32冷媒 点検記録表」で設置室内の空間条件を確
認しましたか（使用冷媒がR32の場合） 火災

据付け場所の強度は製品の質量に耐えられますか
ユニット落下・転倒、
振動・騒音の発生、火災ボルトなどで固定されていますか

ねじ・ボルトなどの緩みはありませんか

水平に設置されていますか 振動・騒音の発生、水漏れ

室内外ユニットの吸込口・吹出口が障害物で塞がれていませんか 性能低下

冷媒配管

誤配管はありませんか 運転不能

冷媒の漏れはありませんか 性能低下

冷媒配管の断熱は行われていますか 水漏れ

ドレン排水

ドレンは排水されていますか

水漏れ接続箇所で水漏れはありませんか

ドレン配管の断熱は行われていますか

応急運転で運転を行った場合、確認実施後にSWEコネクターを元の状態
（OFF側）に戻しましたか 運転不能

電気工事

配線ケーブルの太さは規定どおりですか 火災、運転不能

誤配線はありませんか 火災、運転不能

電源電圧は製品銘板の表示と同じですか 火災、運転不能

アース線が接続されていますか 感電

電気品カバー（パネル）は取り付けられていますか 火災、感電

その他 「安全のために必ず守ること」を確認しましたか －
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8. 試運転
お客様立ち会いで試運転を行ってください。

8-1. 試運転前の確認
• R32冷媒を使用する場合は、冷媒漏えい時に居室での燃焼を防止するための措置として、安全対策の設置
（遮断装置・警報装置・冷媒センサー・検知警報装置）が求められています。必要な安全対策の要否を確認
したうえ試運転時にインターロック検査と回路検査を実施してください。安全対策装置の要否及びイン
ターロック検査、回路検査の実施方法は、ビル用マルチエアコンの施工 /サービスマニュアル（R32冷媒
対応）を参照してください。
• 冷媒漏れ、電源、伝送線に緩みがないことを確認します。
• 電源端子台と大地間を500Vメガーで計って、1.0ＭΩ以上あることを確認します。
• 絶縁抵抗が、1.0ＭΩ以下の場合は運転しないでください。
• 伝送線用端子台にはメグチェックは絶対にかけないでください。制御基板が破損します。
• 据付け直後、もしくは元電源を切った状態で長時間放置した場合には、圧縮機内に冷媒が溜まることに
より、電源端子台と大地間の絶縁抵抗が1.0ＭΩ近くまで低下することがあります。
• 絶縁抵抗が1.0ＭΩ以上ある場合は、元電源を入れて一定時間以上通電することにより、圧縮機内の冷
媒が蒸発するので絶縁抵抗は上昇します。

• ガス側と液側のボールバルブがともに全開になっていることを確認します。
• キャップは締めてください。
• 三相電源の相順と各相間電圧を確認してください。
• 欠相または逆相の場合は、試運転時異常停止（4103エラー）となります。
• 試運転の一定時間以上前に元電源を入れて、通電します。
• 通電時間は接続する室外ユニットの「据付工事説明書」を確認してください。使用冷媒や外気温度に
よって時間が異なります。
• 通電時間が短いと圧縮機故障の原因となります。

• エアフィルターを外した状態で運転しないでください。
ユニット内部にごみが詰まり、故障の原因になります。
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8-2. 試運転の方法
[1] MA スマートリモコンの場合

手 順
1. 試運転の一定時間以上前に元電源を入れて、通電する。
通電時間は接続する室外ユニットの「据付工事説明書」を確認してください。使用冷媒や外気温度によっ
て時間が異なります。
リモコンの電源ランプ（ミドリ）と“Please Wait”が点滅表示します。
“Please Wait”は約2分間表示します。点滅表示中はリモコンからの操作ができません。
“Please Wait”が消灯してから操作してください。

2. サービスメニュー画面で「試運転」を選択し、[ 決定 ] ボタンを押す。

3. 試運転メニューが表示されるので、「試運転操作」を選択し、[ 決定 ] ボタ
ンを押す。

試運転を開始し、試運転操作画面が表示されます。
• 試運転は切タイマーが作動し、2 時間後自動的に停止します。
• 試運転中は、リモコンの時刻表示部に試運転の残り時間を表示します。
• 試運転中は、リモコン表示部右上には室内ユニットの冷媒配管温度を表示
します。
• 試運転中は加湿器への給水は行われません。

4. [F1] ボタンを押して運転切替を行う。
冷房運転…冷風の吹出しを確認します。
暖房運転…温風の吹出しを確認します。

設定

その他

試運転

配管
操作画面切換:
決定ﾎﾞﾀﾝ

試運転

配管
操作画面切換:
決定ﾎﾞﾀﾝ
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5. 室外ユニットのファン運転を確認する。
室外ユニットは、ファンの回転数をコントロールし能力制御をしています。そのため外気の状態によって
ファンは低速で回り、能力不足にならない限りその回転数を保持します。従って、そのときの外風により
ファンが停止、または逆回転となることがありますが、異常ではありません。

6. [ 運転 / 停止 ] ボタンを押して試運転を終了する。



8. 試運転

58WT10730X03

[2] MAスムースリモコンの場合

• 外部入力接続されている場合は、外部入力信号で運転操作を行い試運転を実施してください。
• リモコンに点検コードが表示されたり、正常に作動しない場合は、室外ユニット側の据付工事説明書、ま
たは技術資料などを参照してください。
• 試運転は切タイマーが作動し、2時間後自動的に停止します。
• 試運転中、時刻表示部には試運転残時間を表示します。
• 試運転中、室内ユニットの液管温度をリモコンに表示します。
• 風向調節ボタンを押したとき、機種により“無効ボタン”の表示がリモコンに表示されますが、故障で
はありません。

手 順
1. 試運転の一定時間以上前に元電源を入れて、通電する。
通電時間は接続する室外ユニットの「据付工事説明書」を確認してください。使用冷媒や外気温度によっ
て時間が異なります。
電源投入後、リモコンに“PLEASE　WAIT”を約3分間表示します。

2. [ 試運転 ] ボタンを2度押す。
“試ウンテン”と設定されている運転モードを交互に表示します。

3. [ 運転切換 ] ボタンを押す。
冷房（または暖房）運転に切り替え、冷風（または温風）が吹き出すことを確認します。

4. [ 風速 ] ボタンを押す。
風速が切り替わることを確認します。

5. 室外ユニットファンの運転を確認する。
6. [ 運転 / 停止 ] ボタンを押して試運転解除する。
試運転が停止します。

7. リモコンへ異常時の連絡先設定で電話番号登録を行う。
異常時の連絡先（工事店または販売店）の電話番号をリモコンへ登録することができます。登録された電
話番号はエラー発生時にリモコンへ表示されるようになります。登録操作の方法は、リモコンに同梱の据
付工事説明書を参照してください。

設定温度 運転/停止

ﾀｲﾏｰﾒﾆｭｰ運転切換

ルーバー

風   速ﾀｲﾏｰ入切

点検 試運転換　気

フィルター上下風向

ﾓﾆﾀ/ 設定戻る

クリア時間設定

上下風向ボタン

点検(クリア)ボタン

試運転ボタン

風速ボタン

運転/停止ボタン

換気ボタン

設定温度ボタン設定温度ボタン
下げる 上げる

時間設定ボタン

タイマー入切ボタン

戻す 進める

ルーバーボタン

タイマーメニュー
(モニター／設定)ボタン

運転切換(戻る)ボタン

フィルター(　)ボタン
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8-3. サービス情報の登録
[1] MA スマートリモコンの場合

リモコンへの形名、製造番号登録、ならびに販売店名やサービス店名、それぞれの連絡先を登録することで、
異常発生時、異常画面に表示することができます。

手 順
1. サービスメニュー画面で「サービス情報登録」を選択し、[ 決定 ] ボタン
を押す。

2. サービス情報登録画面から「形名登録」を選択し、[ 決定 ] ボタンを押す。

3. [F1]、[F2] ボタンを押して登録する冷媒アドレスを選択し、[ 決定 ] ボ
タンを押す。
冷媒アドレス：0 ～ 255

4. 形名を登録する。
形名は最大30 文字まで入力できます。
[F1]、[F2] ボタンを押して入力カーソルを左方向、右方向に移動しま
す。
[F3]、[F4] ボタンを押して入力カーソル部の文字を選択します。
入力が終わったら [ 決定 ] ボタンを押します。（手順 2 に移動します。）

手順 3～手順 4の操作を繰り返し、選択した冷媒アドレスのユニット形名を登録します。冷媒アドレス
を変更する場合は手順 4 の画面で [ 戻る ] ボタンを押すことで、手順 3 の画面に移動しますので、冷媒
アドレスの変更を行い、同様の手順で形名登録を行ってください。

便利な使い方
登録した形名情報を冷媒アドレス単位でコピー、貼り付けることができます。
手順 3 で [F3] ボタンを押すことで、選択している冷媒アドレスの形名情報をコピーします。
手順 3 で [F4] ボタンを押すことで、コピーした形名情報を選択している冷媒アドレスに上書きしま
す。

設定

その他

サービス情報初期化
販売店・サービス店登録
製造No. 登録
形名登録
形名・製造No. 収集

登録内容変更 : 決定ﾎﾞﾀﾝ

設定更新 : 決定ﾎﾞﾀﾝ

入
力
カ
ー
ソ
ル
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5. 手順 2で「製造No登録」を選択し、[ 決定 ] ボタンを押す。

6. 手順 3～手順 4の要領で製造番号を登録する。
製造番号は最大で15文字まで入力できます。

7. サービス情報登録画面から「販売店・サービス店登録」を選択し、
[ 決定 ]ボタンを押す。

8. [F1]、[F2]ボタンを押して登録する項目（「販売店」、もしくは「サービ
ス店」）を選択し、 [ 決定 ] ボタンを押す。

9. 販売店名、サービス店名を登録する。
販売店名、サービス店名は最大で10文字まで入力できます。
[F1]～ [F4] ボタンを押して選択カーソルを移動し、入力文字を選択し
ます。
[ 決定 ] ボタンを押して選択カーソルが示す文字を入力カーソル部に入力
します。
入力カーソルを移動したいときは、選択カーソルで「←」「→」を選択し、
[ 決定 ] ボタンを押すことで移動します。
入力文字を消したいときは、選択カーソルで「DEL」を選択し、[ 決定 ]
ボタンを押すことで入力カーソル部の文字を消去します。
入力が終わったら、選択カーソルで「終了」を選択し、[ 決定 ] ボタンを
押すことで、入力内容を記憶します。

10. 手順 8 の画面で「販売店 TEL No」、もしくは「サービス店 TEL No」を
選択し、[ 決定 ] ボタンを押す。

11.「販売店 TEL No」、「サービス店 TEL No」を登録する。
「TEL No」は最大13文字まで入力できます。
[F1]、[F2]ボタンを押して入力カーソルを左方向、右方向に移動しま
す。
[F3]、[F4] ボタンを押して入力カーソル部の文字を選択します。

12. 入力が終わったら、[ 決定 ] ボタンを押す。

サービス情報初期化
販売店・サービス店登録
製造No. 登録
形名登録
形名・製造No. 収集

登録内容変更 : 決定ﾎﾞﾀﾝ

サービス情報初期化
販売店・サービス店登録
製造No. 登録
形名登録
形名・製造No. 収集

入
力
カ
ー
ソ
ル

選択カーソル

入
力
カ
ー
ソ
ル
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61 WT10730X03

9. お客様への説明
9-1. お客様向け特記事項

• 別冊の取扱説明書に従って、正しい使い方をご説明ください。
とくに「安全のために必ず守ること（3ページ）」の項は、安全に関する重要な注意事項を記載していま
すので、必ず守るようにご説明ください。
• お使いになる方が不在の場合は、オーナー様・ゼネコン関係者様や建物の管理者様にご説明ください。
• この据付工事説明書は、据付け後お客様にお渡しください。
なお、同梱の取扱説明書も必ずお客様にお渡しください。
• お使いになる方が代わる場合は、この据付工事説明書と取扱説明書および保証書を新しくお使いになる方
にお渡しください。
• お客様に、室内ユニットの近くでガス機器（プロパン・ブタン・メタンなど）およびスプレー類を使用す
ると、冷媒センサーが検知し、警報を発して空調機が運転できなくなる可能性があることを説明してくだ
さい。
• お手入れ、点検時を除き、接続先機器のブレーカーを常時ONにすることをお客様に説明してください。
ブレーカーをOFF にすると冷媒の漏えいを検知できなくなります。
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10. 法令関連の表示
標準的な使用環境と異なる環境で使用された場合や、経年劣化を進める事情が存在する場合には、設計使用
期間よりも早期に安全上支障をきたすおそれがあります。

10-1. フロン排出抑制法

10-2. 高圧ガス明細書
本製品は、高圧ガス保安法に基づき、冷媒ガスの圧力を受ける部分の材料・構造を遵守し、圧力試験が実施
されています。本製品の保安上の明細は次のとおりです。
※ 冷媒ガスの圧力を受ける部分の部品交換修理は資格のある事業所に依頼してください。

この製品はフロン排出抑制法・第一種特定製品です。

1) フロン類をみだりに大気中に放出することは禁じられています。

2) この製品を廃棄・整備する場合には、フロン類の回収が必要です。

3) 冷媒の種類および数量並びにGWP（地球温暖化係数）は、室外ユニットの定格銘板
あるいはユニット内部の冷媒量記入ラベルに記載されています。

4) 冷媒を追加充てんした場合やサービスで冷媒を入れ換えた場合には室外ユニット
内部の冷媒量記入ラベルに必要事項を記入してください。

機器形式名 冷媒
設計圧力（MPa） 熱交換器

高圧 低圧 形式 主な材料

PEFY-MP45～ 160M形 R32/R410A 4.15 2.26/2.21 クロスフィン C1220T-OL
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裏表紙

冷熱システム製作所　〒640-8686　和歌山市手平6-5-66

ご不明な点や修理に関するご相談は、お買上げの販売店（工事店・サービス店）か
お近くの「三菱電機 修理窓口・ご相談窓口」（別紙）にご相談ください。


